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序

　　

論

結核/ Spezifisches Therapeuticum　トシテ結

核菌培養濾液が、Ｒ．Ｋｏｃｈ(1)－ヨリ賛表セラレ

タノハ1890年ノ事デアル。印チ其ノ年Ｘ．

Internationale Medizinische Kongress　ニ於

テ彼ハ海狽丿以テソ、ﾉﾚ賓験結核二於テ、像防的

ニモ、亦治療的ニモ、極ｙテ有救ナル或物質ラ

得タト報告シタノデアル。次デ敷ヶ月後､同人‘2)‘3)

及A. Libbertz, E. Pfuhls ニョリ該治療剤、

郎チ｢ツーヽごルクリン｣が、賓験結核二引槙キ、

人胎二於テモ同様卓賎アルラ公ニセラルヽヤ、

時恰モ免疫療法ノ時流二乗ツテ、Tuberkulin-

theｒａｐｉｅノヽ聾界ヲ'風昨シタ、、
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然シナガラ一方、副作用ノ斟カラデルヲ、多数

臨林醤家ヨリ指摘セラルヽヤ、Ｒ． Koch (4)拉ニ

Goetsch等ハソノ用量及lndikatｉｏｎノ誤レリレ

ヲ示スト同時ニ、｢ツベルクリン｣中ヨリ非特異

性物質乃至ハ副作用ヲ呈スル物質テ除カント、

アラユル努カヲ･沸ツテ来タノデアツタガ、遂二

所期ノ目的ラ達スルー至ラズ、現今｢ツベルク

リン｣ハ治療剤トシテダヽ、唯僅カニ聾界ノ一部

ニソノ命脈ヲ･保ツニ過ギナイ状態デアル。

但シ一方二於テハKochが｢ツベルクリン｣登見

営時既二示唆シタ所デダヽアツタガ、1891年全欧

洲ノ獣醤ハ家畜二於テ之ヲ･、結核診断二用ヒル

ニ至リ、1906年Piｒｑｕｅt(5)がViennaデ、1907

年Ｍａｎthoｕｘ(6)がParisデ、同年Viennaデ

Ｅschｒeich(7)及Ｈａｍｂｕｒｇｅｒ凶が人類二於ケル

結核ノ皮内反廊ヲ'登表スルヤ、コヽニ｢ツベル

クリン｣ノ新タナル用途が開カレ、現今臨休醤

家ニトリ｢ツｇルクリン｣ハ診断｣こ、訣ク・ヽごカラ

デルモノトナツタノデアル。

カクテ｢ツベルクリン｣ヲHeilmitte1

　

トシテ用

ヒントノ､ル希望が達成セラレズトモ、生物學的

乃至ハ診断的ノ用途が猶注目スベキ現状カ⊃)シ

テ｢ツベルクリン｣其物二對スル研究モ等閑二附

サレタワケデハナク、絶エズ行｡ハレテ来ツヽア

ツタノデアルガ、未グ大成スルニ至ラズ今一般

ニ用ヒラルヽモノハ４％｢グリセリン'・ディオ

ン｣ニ結核菌ラ培養シテ得タルKoch氏ノ菖｢ツ

ベルクリン｣デアツテ、茸態依然タル有様デア

｢ツベルクリン｣改良ノ第一歩トシテ著目セラレ

タノノ｀ヽ先ツ

１．

　

培養基ノ改良デアル。菖｢ツベルクリン｣中

ノ蛋白物質、或ハソレノ類似物質ニヨノレ非特異

的作用ヲ･免カレントシテ、無蛋白｢ツベルクリ

ン｣が生レタ。郎チ1884年Ｐｒｏskaｕｅｒ(9)及Beck

-=･ヨリ無蛋白培地ニモ結核菌が繁殖シ得ルサ登

表セラルヽヤ、Ｕschinｓｋy(1o)､Ｆｒａｅｎｋｅ１(1七Ｌｏｃｋ-

ｍａｎｎ(12);

　

Ｌｏｎが13)、Sｕlliｖａｎ(14)、Saｕtｏｎ(15)、

Kiｒｃｈｎｅｒ(馬Ｄｏｒsｅt(17)、等多数ノ合成培地が公

ニセラレ、而シテ是等ヨリ得タル「ツｇルクリ

ン」f albumosefreies Tuberkulin (T. A. F.)

ト稽ヘタノデアノヘ然シ是等モ現在唯、生物化

學的検索用1ヽシテノミ用ヒラレテ居ルニ過ギナ

イ。次デ企テラレタノノ｀ヽ

２．「ツベルクリン」ノ毒性テ減ジテ、診断、治

療二用ヒントソ、ルモノデアツタ。L6ｗｅｎstｅｉｎ叫

が破傷風毒素ニ「フバレマリン」テ作用セシメテ

減毒二成功シテ以来、遂ﾚｴｰ1923年佛蘭西二於

テRamon詐ノバヂフテリー・アナトキシン」テ

賓用化’リレ･ニ至ツタノデアルガ、「ツベルクリ

ン」ニ於テモ同様ナ企テガ同國二行ノヽレ、Siliv-

ｅｒ6a（2o）、Finzi,ニョリ

　

Esotuberkulinが創製

セラレタ。彼等｡ハ、人型、牛型、鳥型及B.C.G

菌ノ培養濾液ニ0．5％ノ割ニ「フバレー・リン」ヲ加

へ、人及ビ動物ノ結核診断二用七、他ノ「ツベ

ルクリン」こ一比シ逞カニ勝ル1ヽ云フ。、本邦二於

テ、加藤（2jり｀「ソートジツｇルクリン」ニ０．４

ガノ割ニ「フバレモール」ヲ加ヘタルモノヲ「フ１

・モ・ツベリレクリン」ト柵シ、賓験結核二於テ

コノモノノヽ、皮内反恵テ呈セズ、叉其大量、印］

チ4－5c.ｃ.テ結核動物二注射ヤルモ障碍ナキテ

認べ之ザ結核ノ感染防禦及治療賞験二用ヒタ

ルニ、感染局所二於テモ亦各臓器二於テモ、

對照二比シ可成良好ナル結果ヲ得、動物二於テ

斯クノ如ク良好ナル成績り得ルトセバ、人結核

二於テ｡ハ、須ラク治療的ニハ「フォルモ・ツル

クリン」ヲ･使用ソヽベシト述べ、叉箭頭（22）ノ’ヽ、水酸

化「アルミェユーム」ヲ以テ精製シ得タル彼ノ精

製「ツルクリン」ニ於テＦｏｒｍｏtｕbeｒkｕlinラ

製シ、之ヲ以テ「ツベルクリン」陽性者ヲシテ、

陽性「ツベ｀ルクリン・アネルギー」ノ状態タラシ

ノタ例テ報告シタ。最後二企テラレタノノヽ

３．

　

化學的精製法デアル。

20世紀二至り飛躍的進歩ヲ･逡ゲ来ツタ化學ハ

細菌學二於テ、Ａｖｅｒｙ ｕ． Heidelberg･ｅｒ叫2句ノ

Ｐｎｅｕｍｏｋｏｋｋｅｎニ於ケル、蛋白質ノＡｒtｓｐｅｚ-

ifitat,含水炭素成分ノＴｙｐｕｓｓｐｅｚint§､tナル賞

ヲ･結ビ、次デ各種細菌毒ノ研究ハ、Heidelber-
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gｅｒノ衣鉢ヲ縫グ亜米利加二於テ、Pasteur一

派ノ佛蘭西二於テ、本邦二於テダヽ細谷氏等二依

リテ、今ヤ絢爛タル華ト吹キツヽアルノデアル。

曾ツテＫｏｃｈ(25)ハ｢ツベルクリン｣登見常時、ソ

ノ有数因子べ蛋白質、或・ヽ類似物質ナラントシ、

軍寧酸ヲ以テ是サ取出サンド試ミタ。同様ナ方

法ヲ･、Zinssｅｒ(26)、Miiller,モ行‘ヒ、叉Ｍｍｉs(27)

｡・ヽ水銀ヲ･用ヒテ精製テ試ミタ。而シテ後Ｌｏｎｇ(28)

及Seibeｒtｙヽ是等ラ用ヒタフレ場合、｢ツベルク

リン｣中ノ有数因子ト、上記ノ物質トガ固ク結

合７ヽルタメ、コノ方法ハ不適常ナリトシタ。

然シナガラ、1928年Ｌｏｎｇ及Seibeｒt(29)ハLong

ノ培地ヲ以テセル無蛋白｢ツベルクリン｣ヨリ酷

酸及硫酸｢アンモン｣ヲ用ヒ、Ｈｏｐｋｉｎs(3o)ｍｅt-

hod for crystallizing of ovoalbumin ニョリ、

針状結晶物ラ得ル事二成功シタ。コノ場合、

optimum pH ノ｀ヽ４．９デアツタ。コノ結晶物ノヽ

含水炭素テ含マズ、｢メチーlノン・プラウ｣ニテ

青色二著色シ、水溶性デアリ、熱ニョリ凝固

シ、｢アルブミン｣ニ似タ化學的性質ヲ有スル。

斯クテ本物質が蛋白性物質デアリ、而モ結核動

物二對シ、｢ツベルクリン｣皮内反恵テ呈フ､ル事

ヲ･示シタノデアツタガ、ソノ精製操作中Den-

ａtｕｒａtｉｏｎテ来シ易ク賓用的ナラデルヲ知ツタ。

之ヨリ先、Seibeｒtノ｀ヽ種々ナル酸ラ以テ｢ツベ

ルクリン｣ヲ處置フ、ルニ際シ、三堕化酷酸テ以

テスル場合、殊ニpH ４．0 Jこフヽル事ニョリ最モ

多ク蛋白膿テ探ル事が出来、而モコノ方法ハ、

｢ツベリレクリン｣ノ数カテ、化學的二評價シ得ル

ト云ツタ事ガアルガ、彼女ノ'ヽコノ三堕化酷酸

トalundum ｃｕp開及Nitrocelluloseニョル

限外濾過装置テ用ヒテ、作用能カノー定セル

Tuberculoprotein y粉末ヲ造ル事が出家タ。

後Ｄｏｒsｅt(32)ト共ニＤｏｒsｅtノ培地及Stamm

ラ用ユルニ至り、完全二又多量ニ、之ヲ･探ル事

が出来、之テＰ．Ｐ．､Ｄ．卜柵シ、賓験ニモ賞

地－モ使用シテ居ル。 J．Ｒｅｉｃｈｅｌ(33)ａｎｄＬ. Ｔ．

Clark, J. Ａｒｏｎsｏｎ(34)、Ｅ．Ｌｏｎｇ(35)and J． Aro-

nson,黄楊3りヽ之テ人醵ニモ使用シ良好ナル結

果ヲ得テヰル。

1930年Kiister ｕ． Ｍａｓｃｈｍａｎ(37)(38)ハ｢ソート

ン・ツルクリン｣トＫａｏｌｉｎヲ用ヒ、Polype-

ptidニ属スル｢ツベルクヽリン｣有該物質テ取り

出シ、コレガ結核動物二致死作用テ惹起スルテ

見、之ラＴｏｄｓtofrト名付ケタ。

　

ソシテ此物質

ヲ除イタ｢ツｇルクリン｣^ Hauttuberculinト

将シテ居ル。

1925年Laidloｗ，Ｄｕｅｌｅｙ(39)、ハ結核菌中ノ炭

素が血清學的作用ヲ有スル事テ認ぺ引績キ

ＭＵＩｌｅｒほo)、Ｒｅｎｆｒｅｗ剛、Ｐ． Ｍａsｕｃｃｉ(42)、Ｋ. Me.

Alpine ａ． J． Glenn, Ｆ． Ｈｏｏｐｅ戸3)、Ａ． Renf-

rew, T. Johnson, Ｅｎｄｅｒｓ㈲゛｀夫力無蛋白｢ツ

゛ルクリン｣ヨリPolysaccharid :f得、ソノ血

清學的作用テ観察シ、叉化學的検索テモ併セ行

ッタ。彼等ハ何レモ結核海姚、結核死菌免疫海

抜、或ハ免疫血清ニテ受動的二感作サレ剌舗冥

二於テ、コ/ Polysaccharidがanaphylactic

ｓｈｏｃｋテ爽シ、Hautreaktion -ハ呈サナイト云

ッテヰル。然シKiister等/ Hauttuberculin

(Polysaccharid性)、糟谷峰5皿ノαハ｢アレル

ゲン｣的性質ヲ･帯ブルモノナルヲ･述ベテ居ル。

其他、｢ツ・ヽごルクリン｣中ノ化學的成分トシテ

Ｅｂｅｒｓｏｎ(17)、Ｆｒｅｄｅｒｉｃｋ，Ｍｏｄｅｌ(48)、Pinner,等

J Tuberculo-phosphatid,菅原氏く:49X50)｢アレル

ゲン｣、糟谷哺岡ノAldol(β-Hydroxyl-butyla-

ldehyd)、Ｌｉｎｄｎｅ(53)、井下ノＡｄｅｎｏｓin様物質等

ガアリ、各々ソノ生物學的性状モ述ベラ1／タ。

他方｢ツ・ヽ

観ルナレバ1933年Ｇ．ｖaltiｓ(54)、G. Paisseau

et Ｆ． V. Deinse　J Reaction dissociee　トテ

小見、乳幼見二於ケル、萬｢ツベルクリン｣ト

filtrat d'ultravirus トノ反座ノ差異、糟谷哨ノ

Ｒ及Ｓ｢ツ・ヽごルクリン｣、α及βノ結核病機ニョ

ル異ナレル皮膚反座、叉石田岡ノ小児二於ケル

奮｢ツベルクリン｣ト分割｢ツベルクリン｣ノ反塵

出現ノ遅速等アリ、是等・ヽ｢ツベルクリン｣構成

成分ノ複雑多岐ナルテ示スニ他ナラナイノデア

ッテ、｢ツベルクリン｣ナルモノガー元性ニアラ

村田＝「クベノ1／クリソ」ニ関フル研究 【第17巻152



ズシテ、多元性ナルヲ･思ハシムルニ充分デアラ

ウ。

1907年PirｑｕｅtｙがAllergie J大系ヲ樹立シ

テ以来、現醤界二於ケル「アレルギー叶宅疾患ノ

研究業績､・ヽ大イー見ルベキモノガアルノデアル

ガ、殊ニ１個ノ「アレルギー」性疾患二於テ（ア

1ノルゲ）」ノ｀軍一ノモノニアうズ、多元性ノモ

ノナリトダヽ確定的事賓デアリ、卑近ナル例トシ

テ、例之Asthma bronchiale ニ於テー=i1、Urt-

icariaニ於テモ、多種多様ナル「アレルゲン」ガ

アリ、掲リ「ツ｀ルクリジアレノレギー」ニ於テ

ノミソノ一元性サ固執ソヽル事ノ｀ヽ出来ナイト思

フ。既二糟谷、石田(57)、西垣5s等多元性ナルラ

11昌ヘテヰルノデアル。

茲ニ、余ハ戸田教授ノ指導テ得テ成シ得タル諸

査験ニョリ、少シク識り得タル處アルテ以テ、

是ヲ報告シ、大方諸賢ノ批判ラ仰ガントヤル次

第デア’l-。

第一編「ツベルクリンツノ物理化學的性状址ニ‘‾ヽソベルクリンヅ劃分法二就テ

　　　　　　　　　　　　　　　

緒

　　

言

本編二於テハ、「ツベルクリン」ニ開シ、其ノ居

礎的概念ラ得ント企圖シタルモノデアル。

「ツベルクリン」ノ透析性二開シ、化學的性状二

依リ、叉其ノMolekiilノ大小ニョリ、「ツベル

タリン」中ニ、果シテ相異ナレル生物學的性状

サ有フ、ル、構成因子が存在スルヤ、或ノヽ叉、謂

フガ如キ劃分法ニョリ、相異セル性状ヲ有スル

劃分が収得セラルヽヤ乃ヤラ究明セントシタ。

第一章「ヽソベルクリンヅノ分離二就テ

今日廣ク用ヒラレル「ツベルクリン」ハ、Koch

ノ最初作ツタ菖「ツベルクリン」デアツテ、4％

Glyzerinbouillonデ結核菌チ６乃至８週間培養

シ、ソレチ１時間!00°ニ滅菌シコレテ水浴上

デ10分ノ１量二濃縮シタ後二濾過シテ得ラレ

ルノデアル。「ツベ･レクリン」ノ化學的検索二

営ツテノヽ、是非共化學的組成ノ明カナ培地ヲ

必要トフヽルハ言フ迄モナイ。合成培地トシテノヽ

序論二述ペダル如ク、多散アルガ、Ｌｏｎｇ＆

Seibeｒtノ・ヽ賓験ノ常初ハＬｏｎｇ氏ノ培地ヲ用ヒ

タガ、後専ラＤｏｒsｅtノ培地ラ使用シテ居ル様

デアルシ、叉L6ｗｅｎstｅｉｎノ･ヽPick氏ノ培地

ヲ･、Kiister等・ヽSauton氏培地テ用ヒテ賓験

シテヰル。

余ノ場合、後述ノ如ク、「ツベルクリン」ノ劃分

二際シ、大艦Kiister J方法二則シテ行ツタノ

ト、叉化學的成分ノ抽出二営ツテハ、無蛋白培

地ヲ･適営ト認ノ･タノデ、Sauton氏培地ノミヲ

使用シタ。

培養二用ヒタ結核菌ノヽ、常教室保存ノ人型結核

菌Frankfuhrt株デアル。

「ツベルクリン」分離ノ時期二開シテノヽ、何レノ

文献ヲ見･･､モ、約８週間培養ノモノト記載シテ

アルガ、菌ヲ移植フ､ル場合ノ菌苔ノ大サ、叉孵

卵器室ノ温度ノ歿動等ニョリ。菌ノ登育ノヽ必ズ

シモ一定シナイ場合が往々アル。

余ノ賓験二於テハ、２立内容ノ「コル⌒ごン」サ使

用シ、之ニSauton氏培地１立チ入レ、液表面

二五銭白銅貨大ノ菌苔ヲ･移植シタル後、約２乃

至２ヶ月牛ノ後、液表面ノ全部が厚キ菌苔ヲ･以

テ蔽ハレ、而モ之が自然二沈下スル時期ラ以テ

菌ノ登育、極鮎二達シタルモノトシテ之テ用

ヒタ。コノモノヲ･１時間コッホ氏釜ニテ殺菌シ。

　　　　　　　　　　　

一一
濾紙ニテ菌苔テ濾シ去リ、引槙キ「ライヘル」型

濾過管ニテkeimfrei

　

トシタルモノザ「ソート

ン・ツベルクリン」トシ、之サ賓験二供シタモノ

デアル。
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第二章「ヽソベルクリン」ノ透析性二関スル賓験

｢ツベ･Lクリン｣二開フ､ル賓験ヲ'篤ノヽ一常ツテ

ノヽ、先ヅ透析性ノ有無二就テフ解ノヽル事ノヽ、緊

要ナ事デアルト思フ､、

既ニＫｏｃｈノ｀ヽ｢ツベルクリン｣登見常時之二透過

性ノアル事.ハ述ベテヰルノデアルガ、ＺｉｅｌｅrC59ﾝ

L6ｗｅｎｓtｅｉｎ(6o)、

　

Ｄａｎｉｅｌｏｐｏｌｕ(61)、

　

Ｇｕｙｏｎ(62)、

Albert-Weil 、 青山等モ同様ノ意見ナル事ヲ記

載シテ居ル．然シＭａｒie(63)、Ｔぽeneau, Selter

ｕ．Ｔａｎｃｒ6鯛．ハnondialyzableナリト云ヒ、

Seibeｒt(65)モ亦｢ツベルクリン｣ラ５日間二亙リ

fish bladder ヲ用ヒ透析ヲ行ツテ見タガ、是二

透析性ナシト云フ。 Ｒｕｐｐｅ１(66).ハ｢ツーヽごルクリ

ン｣゛｀熱シタ後ナレバ透過７ヽル、元来｢ツｇルク

【第17巻

リン｣・ヽ種々ナルMolekijlgrosse /結合ヨリ成

ルモノデアルカラ、一部ノ物質ノヽ透過スルデア

ラウシ、叉他方透過シナイ物質モアルデアシウ

ト云ヒ、｢ツベルクリン｣有践因子ノ軍一ノモノ

ナラデルヅ示唆シテ居ル。

茲ニ、興味アルバ、Ｄｏrｓｅt(67)、Henley ａ・

Moskey等ニョル報告デアツテ、彼等二依レ

ノii 「ツベルクリン」ノ透析性ノ部分ノヽ結核海桃

ニ致死作用ラ有スル、然シ皮内反廊ノヽ呈シナ

４．非透析性ノ部分ダヽ致死作用モ、皮内反慮モ

呈スルト云フノデアル。 F. Lindnerモ此ノ事

賓ヲﾊﾟ

第一節

　

２、３透析膜ニヨノl・透析性ノ比較

現在迄ノ諸宜験ラ見ルト各人夫カ異ツタ材料ヲ

用ヒテ居ル。

　

郎チ、Danie’lopolu，Kallosu･

Hofrman等ノジコロヂウム」膜ｦ･、Seibert，

Long等ハfish bladder ヲ使用シタ。

余ﾉヽ鉉二於テ、一般二用ヒラレル辺析膜、郎チ

牛膀胱、魚嚢、「コロヂウム」膜ヲ使用シ、「ツベ｀

ルクリン」ノ辺析性ヲ比校シテ見タ。

　　　　　　

第一項

　

賓駿方法

1）膀胱膜

　

市販ノ牛膀胱ニテ作リシ氷嚢ヲ川

フ。其内容約400 ccm。

2）魚嚢

　

市販ノnsh skin ラ使用ｿ､。其内容

約100 CCm。

3）「コロヂオン」膜４％ノ「二］ロヂオン」及ビ、

径５Ｃｍノ試駿管トヲ･以テ白製セルモノ、其内

容約3OO ccmo

4）「ツｇルクリン」7｀第一亭ニニ述^゛゛タルモノｏ

入レ、「トルオール」ヅ重盤シタルBecher中二

各々別二個々透析ラ行フ、、Becher中ノ蒸紹水

､ハ毎日新シク取り換へ、Aussenwasserハ別こ

之テ貯ヘル。４日後、内容物ザ取り出シ濾紙ニ

テ「トルオール」テ濾別シ、５０ccm 迄各力水浴

上ニテ濃縮シ、「ライヘル」型濾過管ラ通シタル

モノヲ以テ蛋白呈色反恵及ビ結核海痕二於ケル

皮内反恵用二供ス。猶「ツ」皮内反恵二於テ内容

物ハ濾過シタルモノテ其俊稀憚セズ、其0．１

ｃｃｍヲ皮内二注射ス。 Aussenwasserニ於テ

ノゝゝ ４日間二亙り貯ヘタルモノヲ５０ ccm 迄、

水浴上ニテ濃縮シ、Blaseninhalt同様、「ラ４

ヘル」型濾過管ラ通シタルモノヲ･賓験二供ス。

　　　　

第二項

　

賓験成績（第１表參照）

牛膀胱膜リ･用ピクル場合

　

Blaseninhalt, Auss-

enwasser共二蛋白呈色反恵何レモ陽性テ示シ

タ。

　

EIr］チ「－ンヒド｀リン」、「ビュウレット」、「ミロ

ン」、「ホプキンソヽ゜コレ」、「キサントプロテン」、

「モーリヴシュ」ノ諸反彪何レモ陽性デアル。且叉

結核海痕二對スル皮内反鹿モ雨者共陽性成績チ

示シタ。然シナガラAussenwasserニ於テ､ハ

呈色反廊、皮内反庶ハBlaseninhalt一比シ何
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第１表（２、３膜ニョル透析性ノ比較）

　　　　　　

Blaseninhalt

透

過

後

容

量

cc.

膜　　　　　　　　　　蛋　　白　　呈　　色　　反　　吃
　　　　　　　‥　　　＿　__.___

゛　　　1ニド反　ビレ反　　１氏　ホｙレ（キトテ噫　硫反　モク氏

種　　　　ｙリ哩　ュツ咆　　口反　プ.ｽ氏　，サプｙ　　化鹿　　レン反

類　　　｜ヒｙ　　ウト　　　ｙ鹿　キロ反　ｙロ反　ｉ　鉛　　　リュ庶

92＝牛膀胱膜ｉ　併 十十 升 升　ｌ　十十　ｌ　－ 併

90 1魚　　　嚢 併 +1+ 十十 十十 桐･ 四
+4+

79 j「゜ロヂウム」膜 桐･ 十l+ 桐･ 十十 併 〃 桐･

「ッ　ベ　ノl/　ク　リ　ｙ」皮　内　反　鹿

番　　　胱 45(320) 48(310)　　　　46(310)　1　8(330)對照

≧づ門 24時間 48時間 24時間 48時間 24時間 48時間j 24時間 48時間
10X「ツ」
　NaCl

0.7>く０．７

　　-

１．０×１．０

　　-

０．５×０．４

　　-

０．６〉く0.60.6×0.7

　　－　1　－

１．２×１．２

　　-
一
一

-

-

10×「ク」
　NaCl

０．８×０．７

　　-

１．０×１．０

　　-

0.5×0.5

　　－

０．６〉く０．７

　　-

０．５×０．５

　　－

０．８×０．８

　　-

-
-

-
-

10×「ク」
　NaCl

０．８×０．８

　　-

１．３×１．５

　　-

０．７×０．７

　　-

1.0×1.00.7×0.7
　　－　｜　－

１．２×１．２

　　-

-
-

一
一

Aussenwasser ｡

透
過

後

容

量

ca

膜

ノ

種

類

蛋　　白　　呈　　色　　反　　庶

ニド反

ゾリ庶
と　ｙ

ビレ反

ュツ庶

ウ1･

ミ氏

口反
ｙ庶

ホｙレ庶

プヌ氏

キコ反

キトテ庶

サプｙ

ンロ反

硫沃
化態
鉛

モッ氏

｜シ反

りュ庶

160牛膀胱膜 ＋ 升 十　ｉ　十　・　十 - ＋

160 魚　　　　嚢 ＋ ＋ - ＋ ＋ - ＋

170 「コロヂウム」膜
十

四

十　ｌ　－　！　士　｜　士 - ＋

「ツ　ベ　ノl/　　ク　　リ　ン」皮　内　反　庶

番　　　彼 50(340) 51(315) 53(300)　！　10(315)對照

　　　　時間ふド讐
24時間 48時間 24時間 48時間j 24時間 48時間!1 24時間　48時間

10×「ク」
　NaCl

０．４×０．５

　　-

0.7×0.7
　　－

０．３×０．４

　　-

０．４×０．５

　　-

０．５×0.50.7×０．８

　　一　　一

-
- 一

一

10×「ク」
　NaCl

０．４×０．４

　　-

０．５×０．４

　　-

０．５×０．５

　　-

０．６×０．７

　　-

０．６×0.50.8×０．８

　　-　ｉ　-

-

㎜ φ

一
一

10X「ツ」
　NaCl

０．２×０．２

　　-

0.2×0.2
　　－

０．４×０．４

　　-

０．４×０．３

　　-

０．３×0.20.3×０．３

　　－　１　－
一
一

一
一

レモ微弱ナルラ認ノ'タ。

魚嚢膜ラ用ピクル場合

　

牛膀胱膜二於ケルモノ

ト殆ンド同様ナル成績ヲ得タ。郎チ蛋白呈色反

廳、皮内反恵ハAussenwasser, Innenwasser

共二陽性成績ヲ示シタガ、前者二於ケルモノノ

方が後者二比シ弱イ。

｢コロヂオン｣膜ヲ用ピクル場合透析内容物ハ

155

蛋白呈色反意、皮内反意共二陽性成績？示シタ。

然シナガラAussenwasserニ於う・｡ハ呈色反意

中｢モーリヴシュ｣反意ノ｀ヽ陽性ヲ示シタガ、他ノ諸

反忠ハ可成微弱デアツテ、陰性二近キモノデア

ル。叉皮内反意モBlaseninhalt Jソレニ比シ

著シク軽微デアツテ第50琥、第53琥海挑二於

テノ｀陰性ト見ルベキデアラ1'7 。
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第二節

　

透析日数ニヨノl・、透析内容物ノ蛋白呈色反吉、皮内反鹿、

　　　　　　　　　　　

致死反鹿ノ髪化

透析膜ノ種類ニョリ「ツベルクリン」ノ透析ニ、

幾分差異ノアル事へ前記ノ賞験ニョリ知り得

タガ、本賞験二於テダヽ、透析日数ニョリ、如何

ナル差異アリヤヲ、Blaseninhaltニ就テ知ラン

ド欲シタ。殊二結核海狽二對スル。皮内反庖、

致死丿丈庶二於テ、果シテDorset, Henley等ノ

云フガ如キ事食アリヤ、叉Kiistｅｒ（68）がHau-

ttuberkulin

　

ト稽フ、ルモノヲ得タルガ如ク、

Blaseninhaltニ於テtotwirkende Stoffe が減

少フヽルモノデアラウカ。

　　　　　　

第一項

　

霊験方法

透析膜ハ牛膀胱ラ用‘ヒ、之ニ「ソートン・ツベル

クリン」500 ccm ラ入レ、「トルオールレ･･重慢

シ、流水中二於テ透析テナス。毎日10日間二

亙り内容物ノ一部ヲ取り、之ヲ「ラ４ヘル」型濾

過管ニテ濾過シ、蛋白呈色反庶ヲ検スルト共ニ、

一部へ印チ透析前、透析後２日、４日、６日、

10日ノ膜内容物ヲ以テ、皮内反庶拉二致死反

窓テ検シタ。致死反鹿二於テノ’ヽ「ツベルクリン」

ノ各相常量ヲ結核海祝ノ前勝静脈内二注射シ、

生、死ヲ観タモノデアル。

結核海祝・ヽ、醗重300g内外ノ健康海祝ニ、常

教室保存ノＰｅtｒａｇｎａｎｉ氏培地二培養セル、人

型結核菌「フランクフールト」株各０．３ mg 宛テ

下腹部皮下二接種後、約３週間ラ経テ、「ツベル

クリ。ン」皮内反庶陽性ナルモノラ用ヒタ。

　　　　　　

第二項

　

賓験成績

１．

　

蛋白呈色反忠（第２表參照）

透析３日迄ハ各反座著シキ宛化ヲ見ナイガ、４

日後二於テノ･ヽ、Molisch's Reakt.、テ除キ他ノ

諸反庖ノ’ヽ何レモ少シク弱マレルテ見ル。斯ク

テ、日ヲ経ルニ従ヒ、漸次各反廳共微弱トナツ

テ来ルガ、10日後二於テノ’ヽ、Molisch's Reakt.

ノしヽ、依然強陽性二止り、Xanthoprotein-

Reakt・ 、Hopkins-Coleﾀｓ Reakt. ｡ハ全夕陰性、

Biｕrｅt-Ｒｅａｋt．ノ八十）、Ninhidrin-Reakt及ど

第
２

表

【第17巻

　反＼
。

日

∠

ニｙ
ｙ反

ヒ鹿

ド

リ

ビト
ュ反

ウ庶

1/
ツ

ミ庶

□
ｙ

氏

反

キロ

サテ

^/1/
ト反

プ鹿

ホコ
プレ

キ氏
ｙ反

ス庶

硫
化

鉛
反

感

モユ
｜氏

り反
ｯ鹿

ジ

原　　　液 桐･ 併 升 十十 併
十

四
佃･

透析１日後 併 +{+ 十十 十十 併 四 佃･

透析２日後 併 佃･ 十十 十十 十十 - ･H+

透析３日後 併 升 十十 十十 升 〃 併

透析４日後 十十 升 ＋ ＋ 升 - 佃･

透析５日後 十十 升 ＋ ＋ ＋ 四 升

透析６日後 ＋ ＋ ＋ 十

四
＋ - 升

透析７日後 ＋ ＋ 士 十
－

十

四
㎜ 升

透析８日後 ＋ ＋ 十

四
- 十

四
- 十十

透析９日後 ＋ ＋ 士 - 四 - 升

透析10日後 十
一
＋ 十

一
- - - 升

Millon's Reakt・ ｡ハ(土)トナ･ル。

２．皮内反息(第３表參照)

透析前ノモノ、透析２日、４日、６日ノモノニ

就キ皮内反庶ヲ見ルニ、登赤、浸潤共著シキ減

少ダヽ無イ。原液ヲ用ヒテモ、其10倍液テ用ヒ

テモ大シタ差異ノヽ無イ様デアル。唯透析前ノモ

ノニ於テズヽ、他ノ場合二比シ、幾分図ク反廊テ

見ル如クデアル。勿論非結核健康海挑ニテノヽ何

レモ無反庶デアリ、叉結核海狼二於テモ、對照

トシテ用l=･タ0．5％｢カルボール｣加生理的食盛

水ハ陰性デアツタ。

３．

　

致死反吉(第４表參照)

透析前｢ツｇルクリン｣0．８ ccm テJ以テスルニ、

第16琥、12彼ニテダヽ注射直後ヨリ全身二震頗

及痙學反復襲来シ、脱糞、呼吸困難アリ、約50

分後死亡シタ。第17琥ニテヘ前記ノ症状ア

リタルモ約30分後恢復々生存ス。對照ノ'ヽ異状

ナシ。猶同液ノｌ ccm 注射ニテノ・ヽ全例共(13、

11、15琥)｢アナフィラキシー｣様症状ノ下二約

30分乃至50分ノ後二艶死シタ､、對照ハ異状ナ

シ。

透析４日後J Blaseninhalt ｌ ccm ニテハ３頭
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第３表（・.ハ浸潤ノ程度

海瞑番妓

　

ｊ
42

髄重及性

　

1

　

260‘’300J｀

ヽへ

　　　

時間

　　

24

　

ｒr7n

　

へ

m

　

㈲I仔丿゛｀へ･

前

透

析

Ｊ

～

　

・

日

後

辺

析

四

日

後

透

析

１

　

友

Ｉ

　

’
ｆ

透

析

十

　

日

　

後

原

10×

48

関ク,ル研究

N･‥・Nekrosc

　

33

310(320)t

24

１．２×1.11.8×1.810.8×0.81

　　

ﾐｰ

　　　　　

＿

　

-W

　

Wへ1

　　

＿

　

-W

48

　

--一一-･
５×1.1

?■w>.'

　　

ｔ・～〆｀４･●-・・●ｔ″´゛●｀ノ¦Ｘ／¦ ●kノ¦／¦・X/●X7 ・ ●●s/f/S/J
?夜
・゜Ｎ

　　

°Ｎ

　

B.

　

°Ｎ

　　　

°Ｎ

　　　　

●●

　　　

゛

　

，●●

　　

・

　　

・Ｉ

　

●●

　　　

゛

　

ｉ

　

●●
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第
４

表

【第17巻

透

析

前

注　射　量 0.8aa I ca

梅桃番彼 16 12 17　　3(對) 11 13 15 ４(對)

僣重及性 305 t 315 t 305 t 310 含 310 t 300 t 320 f 305 t

轄　　　帰 死　｜　死 生　　　生 死 死 死 生

透
析

四
日

注　射　量 １aa 1.3c､(λ

梅桃番銃 14 24 25 ５(對) 22 23 29　j　7(對)

僣重及性 310 t 320 t 330 t 320 t 315 t 330 t 315 t 320 t

轄　　　帰 死 生 死 生 死 死 死 生

透
析

十’
日

注　射　量 1.5c.a 2.3aG

梅桃番披 32 34　1 30 ２(對) 28 27 26 6(對)

替重及性 325 t 310 t 315 t 305 t 330 f 320 t 320 t 325含

轄　　　帰 生 生 生 生 死 生 生 生

中２頭ノ'ヽ、全身痙挙後、之が一時間代性トナ

リ、暫時平静トナレルモ、約１時間後死亡ス。

叉同液1．３ccm 注射ニテハ全例共｢シヨ、ク｣様

症状テ呈シテ30分乃至１時間後一死亡シタ。

對照､ハ何レモ異状ヲ認ノズ。

透析10日後ノ透析内容物列主射シタル場合

1．５ccm ニテ･ハ第34琥二軽度ノ痙挙テ来シ、

第30琥二於テ｡ハ呼吸促迫ヲ･来シタガ、直チー

平静二復シ、後何等異状ナク生存シタ。猫同液

2．３ccm 注射ニテハ第28彼ノミ呼吸困難、腕

糞、嬬動充進アリ、約２時間後艶死シタ。他ハヽ

何等異状ナク生存シタ。對照ダヽ常初ヨリ異状テ

認ｊナカツタ。

第三節

　

本章ノ小括

以上第刊

リン｣ノ透析性二開シテ、使用スル膜ノ如何ニ

ョリ、多少ノ差異ハ認メラレルガ、｢Tツ’ヽりレクリ

ン｣有妓因子中ノ或ルモノノヽ透析ノヽルモノト認

ム・ヽ゛キデアラウ。

叉透析日数一･ヨル噫化ヲ見ルニ、Molisch's

Ｒｅａｋtヲ呈スルモノガ透析シ難キザ解シ得ル。

郎チpolysaccharid性り帯ヒリレー=ＥノノMoleki11

が池ノ反廳ヲ･呈スル物質二比シ、大ナル事モフ

解出来タ。

一方、結核海挑二於ケル反謝ヨリ案ズレバ、致

死反息ヲ呈スル物質へ皮内J丈慮ラ惹起スル物

質ヨリモ多分二透過フ､ﾉﾚ事ヲR忍メ得ラレル。コ

ノ事賓ノヽKuster, Dorset, Henley J記載テ裏

書キスルモノデアラウ。

Kiisterハ1931年次ノ如ク報告シテヰル。

「ソートン゜ツベルクリン」ヲ」盃析ニF付スルト、

３日後ニハ、致死反恵テ呈スル物質ハ20χ、

Aussenwasserニ移行スル。而シテｎ日後二

於テノヽ、Blaseninhalt中三

　

コノモノ｡ハ10χ

シカ残ラナイ、ソレニモ拘ラズ皮内反座ヲ･呈ス

ル物質ハ猫75％残ツテ居ル、ト云フノデアル。

余ノ賓験ヨリシテモ、結核海抜二對シ、Tod-

ｒｅａｋtｉｏｎテ惹起スルモノト、Hautreaktion̂

呈スルモト｡ハ、Tuberkulin中二於テ、別個ノ

モノ、少クトモ透析性拉二生物學的反恵テ目安

トシテハ、相異ツタモノデアラウト推論出来ル。

第三章「ヽソベルクリン」ノ劃分法二就テ

「ツベルクリン｣中ヨリ、其ノ有数因子ヲ得ント

スル方法ハ多数アツテ、枚雄二逞ナキ程デアル

が、現在迄行・ヽレテ来タガ法ヲ既括大別スルナ

レバ、次ノ如クデアラウ。
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１。

　

酸類ヲ以テ處置抽出セントシタルモノ（Ｒ．

Koch, H. Zinsser, Muller, Seibert等ﾉ。

２．無機或ハ有機堕類犬y用ヒタルモy (Seibert

等）。

３．重金属類ｦ･使川シクルモ/ (Millis等）。

4. Alkohol, Aether, Aceton,ヲ･用ヒテ抽出

セントシタルモy (H. Miiller, J. Enders, P.

Masucci, F. Eberson*''',糟谷等）。

５．

　

吸著剤ヲ｀以テ，Adsｏｒptｉｏｎ-４Ｅｌｕａtｉｏｎ。

ニョリ分離セントシタルモ/ (Klister,箭頭，

開フ､ル研究
- － －
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糟谷等)。

６．特殊ナル濾膜ラ作り、之ニョリ分離セント

シタルモ/ (Kallos-リ≒Hoffmann, F. Seibert

等)。

以上ノ如キ種々ナル与法う7畢ゲ｡ル事が出来ル。

余ノ場合、｢ヽソベルクリン｣中ノ相異ナル生物學

的或ハ、化學的ば胞り有ノ､ル２乃至３種ノ特殊

物質ｙ得ントシタノデ、上記各力'法ヲ･取捨シ、

後述ノ如キ方法二依ツタモノデアル。

　　　　　　　

第一節

　

水酸化'‾アノレスニ.．.－ムフ以タスル'劃分法

R. Willstatter'^･ニョリ水酸化｢アルミへ一　　一様ナル膠様外見テ呈セ凪而モ土暦液ノ訣乏

ム」ニョル酵素ノ精製法が成功シテ以来、S.

Schmidt73レハ「ヂフテリー」毒素ノ、細谷叫寺

尾、高田等ハ赤痢菌毒素ノ、安束7≒ｍヤヽ連

球菌毒素ノ精製サ何レモ特長シタバ副貞7りヽ､:私

法ヲ･以テ「チフノ､」毒素ノ精製が可能ナルリ述・ヽご

ルトjミニ、萬（77）「ツ’゛’ルクリン」ヨリ同様ナルカ’

法ヲ以テ無蛋白反憲性「ツベリレクリン」ナルモノ

サ作リ、賓験結核及人煎二使用シ得うルヽ事り一

提唱シタ。余ハ大醗箭頭ノ方法二従ツタガ、余

ノ場合、「ソートン・ツベルクリン」サ用ヒテ盲

験町子ヒ以下述ブルガ如キ成績ヲ得タ、、

　　　

第一項

　

水酸化「アルミニューム」ノ

　　　　　　　　

精製法二就テ

一般ニハ市販ノ水酸化「アルミュューム」ラ使川

シテ居ル様デアルガ、p. Uhlenhuth‘7s，Ｅ．

Remyハ澱粉中ノ抗元性物質子F得ントシテAl

（ＯＨ）、サ用ヒタガ、コノ際Ａ１（ＯＨ）、リ･、硫

化「アルミニ｡-１－ム」ト「アンモニウム」トーヨリ

自製§｡・テ居ル。余モ亦、菊右79り力‘法ニョリ、

盛化「アルミーユーム」ヨリ自製シ、之テ使川シ

タ。製法ノヽ次ノ如クデアル。

内容約500 ccm ノ「コル⌒ごル」ニ盛化「アノLミ

ーユーム」200 g ？ 入レ、之サ浸シテ除リアル水

酸化「アンモーユーム」（「アンモー●ア」水）ヲ加へ、

約２日間（１日８時間乃至10時間）煮沸フヽ≒

若シ第２日日二於テ「コノレ／･こ｀ン」内容ノ生成物が

ラ来セル時ハ、史ニ「アンモーヤ」水ヲ追加ス。

カクシテ生ジタル水酸化「アルミニューム」ヲ「ア

こノーモこヤ」反庶ノ沁失スル迄、蒸鋼水ラ以テ傾

斜洗條シ、後とテ、適常量ノ蒸阻水中二浮游セ

シメ【こT】ノレベン」中二貝宇フｏ

　　　　

第二項

　

賓験方法（第５表參照）

「フートン・ツ’りレクリン」ヲ10分ノ１量ニ、水

浴上こｰﾃ濃縮シ、同量ノ第-燐酸加里j/5定規

液及ビ原液ノ20匹こｰ常ル水酸化「アルミュュー

同

ヲ

址ノ

「ソ

第

一 1ヽｙ●

５

ツ

　　　

表

｀ルクリン’」

l一燐酸加里液ト20ヂぶノ割ニAlo(OH:)6

加へ:臣ｃノ水槽中.=Fテ30分間加温ス

　　

30分間擁柿器ニョリョク擁柿ス

　　　　　　　　

１

　　　　　　　

遠心沈澱

　　　　　　　　

１

沈澱物ヲ
N

”
,｀）

魯一燐酸加里液lヽ
上清

　

｜

鰍
遠
蒸
同
水1:2ノ割ノ溶液ﾗｰヽ･ 6―7　A　‾7ラクチオン」
心洗鴉ス

原液ノ倍址ノ
M

15
第二燐酸曹達

溶液ヲ加‘｀;j7Cノ水槽中ニテ
30分間慾挫７

　　　　　

遠心沈澱

　　　　　　　

１

上清ヲドｆヘル」醐心過管ニテ

濾過シバレモノヲ

　　

Ｂ’フラクチオン」1ヽフヽ
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ム」ヲ加フ。、之ヲ37°Ｃノ水槽中ニテ30分間加

温シタル後、攬絆器ヲ以テョク攬伴シ、之ザ遠

心器ラ以で分離ス。上清ヲＡ「フラクチオン」ト

ス。沈澱物ヲ第一燐酸加里仏定規液ト蒸暗水

ヲ１：２ノ割二混ジタル液ラ以テ6－7同洗藻

ス。之夢原液ノ倍量ノ第２燐酸曹達M/15液サ

加へ、30分間37°Ｃノ水槽中ニテョク攬絆シ、

後遠心分離シテ、上清テＢ「フラクチオン」トス。

Ｂ「フラクチオン」ノヽ箭頭氏ノ精製「ツベルクリ

ン」ニ相常スルモノデアル。コノＡ，Ｂ，雨「フ

ラクチオン」テ以テ蛋白呈色反息及ビ結核海貌

二於タル皮内反息ヲ検シタ。

結核海貌ハ人（Ｆ）結核菌０．３ｍｇ宛ヲ皮下二接

種シタル後約３週ヲ経タ、10ｘ奮「ツベルクリ

ン」－ヨル皮内反息張陽性ナル、350 gr 内外ノ

海狽ラ使用シタ。

各「フラクチオン」､ハ何レモ「ライヘル」型濾過管

ヲ’通シタルモノノ、0．１ccm ヲ皮内二注射シ、

24時間及ビ48時間後二於ケル反恵ノ有無拉ビ

ュ其程度テ見タ。對照トシテ。・ヽ10倍奮「ツベル

クリン」液及ビ0．5χ「カルボール」加生理的食

盛水ヲ使用シタ。

　　　　　　　

第三項

　

賓験成績

ｌ．

　

蛋白呈色反廳（第６表參照）

Ａ「フラクチオシ」ハBiuret,Ninhidrin, Millon,

Xanthoprotein, Hopkins-Cole, Molisch, /諸

反息何レモ陽性テ示ス。叉加水分解ニョリ、

Ｂｅｎｅｄｉｃtノ試薬ヲ還元スル。

Ｂ「フラクチオン」ノヽ、何レノ反庖モ陰性デアル

　　　　　　　

第

　　

６

　　

表

　　　反

　　　　嘸
　　＼

劃

　分

ニｙ

ｙ反

と,庶

ト

リ

ー-　　－
　－

ビ1ヽ
ュ反

ウ庶

レ

ミ庶

□
ｙ

氏

反

キロホ申硫

サテ,プレ｣化

ｙｙキ反鉛

lヽ反ｙ昿反

プ噫,ス　　i　胞

　　　　＝－一汁汁

モュベ氏

１氏,ネ試

り驚ヂ験

　ｸ瞰ク

ジ　ト

㎜　　　㎜=皿l-
　－　－Ｂチ

フオ

うｙ

原　　渋 - -

Vio濃縮 十
一
- 十

四
- - - -

四

jjl/loo濃縮 ＋ ＋ 十
一

W ㎜ - - ㎜

Ａフラクチオ
ｙ

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ - 十十 ＋

ソートｙ●ク

ベノl/クリｙ
升 升 升 ＋ ＋ 十

四
十十 十

四
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が、之ヲ原液ノj/jo量二濃縮シタルモノヲ'以テ

検スルペNinhidrin, Millon / 2反廳ノ'ヽ(士)

程度ラ示シ、m Vioo量二濃縮シタルモノヲ以テ

検スルトキハ、Ninhidrin, Biuret, ^ 2反廳｡ハ

弱陽性、Ｍｍｏｎ'ｓ Reakt. ノ'ヽ(士)ヲj示スニ至ツ

タ。

曾ツテ菊地ハ｢カタラーゼ｣吸著二際シ、Eluat-

ｉｏｎニ、第二燐酸曹達ヲ使用スルトキハ、其至

iipH-ハ８．０ナリト将シテ居ル。余ノ前記Elu-

ａtｉｏｎノ場合ｐＨラ検スルニ７．２デアツタ。於

茲、PH ８．０及ビ８．５ニ於ケルEluationテ試

ミタ。而シテ成績八次ノ如クデアル。

印チ、pH ８．０ニ於テ｡ハNinhidrin, Biuret,

Millon / 3反施ハ(土)テ示シ、pH ８．５ニ於テ

ノヽNinhidrin, Biuret, y 2反恵ハ弱陽性テ示

シ、Xanthoprotein, Millon, J反庶ノ｀ヽ(士)ヲ示

スニ至ツタ。勿論、コノElｕａtノ'ヽ濃縮セデル

モノヲ使用シタ。翁シテ叉、A12(ＯＨ)3ニ吸著

サセタルモノヲ、約９同二亙り洗藻シタガ、

ｐＨ８．５ニ於テ。・ヽ前記同様ノ成績ヲ得タ(第７表

　　　　　　　

第

　　　

７

　　　

表

、　反
＼、陀

　＼

PH　＼

　　　　＼

ニご

ン反
と庶

ド
リ

ビ1ヽ
ュ反

ゥ庶

レ‘

川

口
ｙ

氏

反

キロ,ポ

サテ'プレ
ｙｙキ反

ト反ｙ庶

プ庶ヌ

硫
化
鉛
反感

モユ

｜氏

り反

ｯ庶

ジ

８．０ 十
一 十

一
十

四

- - - -

８．５ ＋ ＋ 十
一

十
一
- - -

第
８

表

一
司
温
与
三

　，反

　ヽ　　庶

　＼　　＼

洗濠　、

　同数

ニｙ

ｙ反

と庶

ド

リ

ビト
ュ反

ウ庶

レ

ミ庶’キロ

・!サテ

ン’　2/ ^/
氏　ト反

反　プ庶

ホコ

プt/
キ反

ｙ吃

ヌ

硫

化

鉛灰

塵

モユ

１反

り庶
ッ

ジ

１　同ｉ十 ＋ ＋ 土｜士・－ ＋

２　日 ＋ ＋ ＋ 十
一
- - 十

一

３　り ＋ ＋ 十

四
十
一
-　- -

４　　タ・ ＋ ＋ 十
㎜

十
一

㎜　｜　皿
　　　　　ｉ 四

５　’じ十ｉ十 十
一

十
一
-　- -

６　タｙ ＋ ＋
十

四
十
一
一一一 -

７　・・ ＋ ＋ 十
一

十

Ｗ

　　　　　ｌ
̃　１　ミ -

　　８　日

〃
　　９　　日

＋ ＋ 十
一 十

一 四 ㎜ -

＋ ＋ 士｜士 - 四 四
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海

挑

番

胱

穀

重

心
弐心

性

別

劃分 10×「ク」 Λ「フラクチオｙＪＢＩｒフラクチオｙ」 B2「フラクチオy I

0.5％「ｶﾉﾚ’が－

ﾉ1/」加生理的食
暁水

＼?

か
24 48

　　｜

　　124　1　48　　　24
　　,‘　　　　j

　　i

48 24 48 24 48

21
340
(350j

宮

－

‘;!;｀

一

含

一

含

一

含

一

含

一

宮

晋赤
浸潤

０．５×０．５

０．５×０．５

0.7×0.7
0.6×0.6

0.5×0.5
0.4×0.4

0.6×0.6:0.4×0.3
0.6×0.60.2x0.2

０．５×０．５

０．３×０．３

０．６×０．６

０．４×０．４

０．７×０．７

０．５×０．５
-
-

-
-

22
　360
(365) 月

０．６×０．５

０．５×０．５

０．８×０．８

０．７×０．６

０．５×０．６

０．５×０．５

0.8×0.8
0.7×0.7

０．４×０．４

０．３×０．３

０．６×０．６

０．３×０．４

０．６×０．５

０．４×０．４

0.8×0.8
0.4×0.4

一
一

一
一

23
360
(370) り

０．８×０．８

０．６×０．６

１．０×１．０

０．６×０．８

0.8×0.8
0.7×0.6

1.0×1.0
0.7×0.7

０．５×０．５

０．４×０．４

Ｏ｡６×０．７

０．４×０．５

０．７×０．７

０．６×０．６

１．０×１．０

０．７×０．７ 一
一

一
一

24
330
(335, ｌｌ

０．７×０．７

０．７×０．７

１．０×１．０

０．９×０．９

0.7×0.6
0.6×0.6

0.9×0.9
0.8×0.9

０．６×０．６

０．４×０．５

０．６×０．６

０．５×０．５

０．５×０．６

０．５×０．５

０．８×０．９　　-　　’　-

０．５×0.5;　　一一　　｜　　-

25
345

'340) り

０．５×０．５

０．４×０．３

０．９×０．９

０．７×０．７

０６×０．６

０．５×０．６

０．９×０．９

０．８×０．８

０．４×０．４

０．３×０．３

０．５×０．５

０．３×０．３

０．５×０．５

０．４×０．４

０．８×０．８

０．６×０．６

-
-

一
一

　２
(對)
345 n - - 　－0.2×0.2

-
　-

０．２×０．３ -
０．２×０．２

０．２×０．２ -
一
一

-
-

　４

(對｀)
360 ・９ - -

　－

０,２×０．２
- - -

　-

０．３×０．３

0.3×0.3'　-

0.3×0.3, ―

一

一

及第８表參照）。

依之観之、水酸化「アルミニューム」法－ヨリ吸

著精製セラルヽ「ツベルクリン」中ノ一有数成分

。’ヽ、蛋白様性質テ有スルモノナルテ知ルト共

ニ、抽出二際シテノ至適水素「･fオン」濃度｡ハ

８．５ナル事ヲモ閲明シ得タリト信ズル。

２．

　

結核海貌二對スル皮内反恵（第９表參照）

Ａ「フラクチオン」、BIrフラクチオン」（箭頭氏法

ニョリ抽出シタルモノ）B2（フラクチオンバpH

８．５ニテ抽出シタルモノ）及10ｘ奮「ツベルクリ

ン」ラ以テ夫々皮内反庶ヲ比較シテ見タル二次

ノ如キ結果ヲ得タ。

10〉く萬「ツベルクリン」、Ａ「フラクチオン」及B2

「フラクチオン」ノ３者ハ登赤、浸潤ノ程度二於

テ大イナル差異ハ認メナ１が、ＢＩｒフラクチオ

シ」’｀前記３者ヨリ幾分劣ルガ如ク感ぜラレル。

自］チ10ｘ茸「ツベルクリン」ト比較スレバＡ「フ

ラクチオン」、B2「フラクチオン」が皮内反庶ノ

数カノ黙二於テノ・ヽ、ＢＩｒフラクチオン」ヨリ優7レ、

モノトイ言ゼラレノレｏ

　　

第四項「ツベルクリン」劃分法二對スル

　　　　

A12（ＯＨ）6吸著法ノ適否二就テ

箭頭氏ノ柵ペダル無蛋白反庖性「ヽツベルクリン」

ハ、以上ノ賓験ニョリ、結局蛋白反底性ニアラ

デルカト

合、「ツベルクリン」中ノ爽雑物ハ除外サレテ居

ルデアラウカラ、精製「ツベルクリン」ニ｡ハ違ヒ

ナイ。然シ次ノ理由ニョリ、本法が、「ツベルク

リン」劃分法トシテ､ハ不適常デ・ヽナイカトノ考

ヘテ抱クェ至ツタノデアル。

Eluationニ際シpH ８．５ニスルニノヽ相常多量

ノ第二燐酸曹達ヲ必要トシタ。此ノ多量ノ燐酸

曹達､ハ結局B2「フラクチオン」中二含マレルワ

ケデアル。而シテ是ザ除カントスルナレバ堕析

二附スルヨリ他ハナイ。余｡ハ賓験ニョリB2「フ

ラクチオン」テ４日間堕析二附-･､ルト、蛋白呈

色丿丈庶ハ陰性トナリ、且叉皮内丿丈座ヲ惹起スル

能カモ低下スル事ヲ知ツタ。由来、第二燐酸曹

達テ堕析ニョリ除カントスルナレバ、相常時日

ザ要一いレト云フ事ハ、化學二於ヶル常識デア

几'ｏ余y^B 2「フラクチオン」リ粉末トシテ得ント

ヤッタガ、端析シナケレバ蒸登乾固欲シタノデ

セシムル事ハ出来ナ４シ叉、Aceton ？用ヒテ

沈澱セシｙントプヽレバ、燐酸盛ノ結晶テ生ズうレ

ト云フ状態デアリ、叉、溶液ノ俊貯蔵セントリ、

レバ、氷室内二於へ燐酸堕ノ結晶ヲ･見ル有様
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デアッタ。

Eluationニ際シ、第二燐酸曹達ヲ用フル事ハ、

種カナ鮎二於テ、不適常デアルトハMaschm。

ａｎｎモ其ノ著「Reinigung des Tuberkulin」--

第二節
Ｉ

Ｉ

ニ開スル研究 【第17巻

於テ述べ｀テ居ルノデアルガ、余モ亦同様ナ意見

二達シタノデ引績キKaolinニョル吸著法ヲ試

ミルニ至ツタノデアル。

カオリン」ヲ以テスル劃分法

Kiister及Maschmann ^ヽ本法ｦｰ以テ「ツベル

クリン」中ヨリ、結核海貌二對シ致死作用ヲ惹

起セシムル物質ラ得タリト云ヒ、之千1･Todstoff

ト名付ケタ。糟谷ハα及βナルモノヲ分離シ

テ、ソノ生物學的性状ヲ･報告シテ居ル。

「ツ⌒ごルクリン」以外－ノヽ、矢追剛氏ハ痘病毒ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　

第

　

精製ニ、鈴木仙ハ「バクテリオフ。一ジ」ノ精製

　

ニ、何レモ「力才リン」ラ用ヒ、良結果ヲ得テ居

　　　　　

第一項「カオリン」ノ精製法

　

木精製法ハレ高須I湊ノな法二従ツタ。

　

市販「ノルク」製「カオリン」ザ蒸詩皿二採リ、4

10

　　　　　　

表

　　　

Ｆソートｙ・ツベルクリｙ」

　　　　　　　　　

｜

　　　　　　　

逍析３日

　　　　　　　　　

｜

　　　　　　

1/lo容量濃縮

　　　　　　　　　

l

　

pH 3.8（10刄酷酸ニテ）沈澱セシ≒･ヽ

　　　　　　　　　

｜

上清

　　　　　　

｜

に，ノ割二精製「カオリン」ヲ加フ

30分孵卵器内二納メ時々痘挫フ

　　　　　　

｜

　　　　　

遠心沈澱

　　　　　　

｜

　　　

沈澱物ヲ２同蒸園水ニテ洗フ

　　　　　　　　

1

0．05ヅアｙモニヤ｣水ヲ加ヘテpH9

　

トス

　　　　　　　　

1

　　　　　

30分間孵卵器

　　　　　　　　

1

　　　　　

30分間振盗

　　　　　　　　

｜

　　　　　　

遠心沈澱

　　　　　　　　

｜
Ｉ

Ｉ

　　　

上清

　　　　

i
1卵ぶ酷酸ニテpH ３．８

　　　　

１

　　

遠心沈澱

上清＋4倍量「アセ１・ｙ」

　　　　　　

１

　　　　　

沈澱物

　　　　　　

↓

　　　　　

To-stoff

　　　　　

一一

　

沈澱物

　　

↓

「カオリン」

　　　　

沈澱

　　　　　

１

「エーテノl／」デ２同洗濃ス

　　　　　

↓

　　　

Np-stoff
-

　

沈澱物

　　

↓

‘カオリｙ」

上清ヲ1/5最二濃縮

　　　　

１

３倍傾:純「アルコーノl／」ヲ加フ

　　　　

↓

　　　

沈澱物

　　　　

↓

　　　

Ha-stoff
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倍稀郡化學用盛酸（38X）ニ浸シ、楢剰ル程二盛

酸ヲ加へ=∃ク混和シ、牛日間沸騰セデル程度二

加熱シ、一夜室温二放置フ、。翌日上清リ･捨テ、

新二叉過剰ノ４倍稀稗哨酸ヲ注加シテ、攬絆シ

ツヽ加熱スル事牛日、一夜室温放置後上清ヲ捨

テ、蒸暗水二刊尤漬ノ「カオリン」テ２％硝酸銀

液ニテChloｒノ反庶刊

沈藻シ、後、之り加熱乾燥後孚L鉢ニテ細挫シ、

局方岸第５彼月1シタルモノテExicator内－

貯蔵シ、用二臨ミ使用二供ス。

　　　　

第二項

　

劃分法で第10表參照）

一定址ノ「ソートン・ツヽﾆ｀ノレクリンバ探リ「コ

ロヂオン」膜喪ヲ’以テ、流水中二透析スル事３

日、後之リ･原輦ノj畠量迄水浴上－テ腔賎扇ラ

以テ送風シツヽ濃縮ソ､ル。次デ10χ酷酸ヲ･以テ

pH ３．８万全セシノルト沈澱ヲ’生ズル。遠心沈

澱シテ、沈澱物ハ減歴乾燥セシノ、「エーテル」

リ･以テ２同洗滞後再ビ乾燥セシム。

　

之-y Np-

stoffトス。

上浦ハ、之ヽ二精製「カオリン」サ１％ノ割二加へ、

30分間孵卵器中二置キ、10分毎-、ヨク攬神シ、

163

遠心沈澱後上清・ヽj/5量迄濃縮シ、３倍量ノ「ア

ルコール」ニョリ沈澱セシノ、遠心沈澱物テ減歴

乾燥セシｙタルモノザHa-stoffトスル。沈流-

「カオリン」-Adsｏｒbatノヽ２同蒸阻水ニテ洗滞

シ、0．05％「アンモニヤ」水ヲ略ｌ原液ト同量

φH9．0）加へ、ヨク塑絆シう・30分間孵卵器中

二置ク、後こう振既器=－テ振設スル事30分後、

遠心分離シ上満二微量ノ10入酷酸サ加フレバ

剰絵ノ「カすリン」ハ沈澱フヽ。之｡サ再峻遠心分離

シ、上清グjﾑ量迄濃縮シテ４倍量｡ﾉ「アセトン」

リ･加フレバ白濁ス。遠心沈澱物ヲ乾燥セシモノ

プ

　

To-stoff

　

トフヽル。

以JTこノノバ去こヨル、「ソートこ・ツペ’ルクリン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

１立ヨリノ収得ぢノヽ、Np-stoff約0.3 gr Ha-

stoff約0.23 g:r To-stoff 約13 mg デアル。

斯クテ余ハ、精製「カオリン」ラ用ヒ、「ソート

ン・ツ４ルクリン」中ヨリ３種ノ物質印チ、Np-

stoff, Ha-stoff, To-stoff ^得、而モ猫コレラ

ノ個々ニ就キ興味アル知見テ得ル事が出来タ。

以下章テ更ノテ詳述ノ､フレデ｀アラウ、、

第三節

　

本章小括

木収二於テノヽ、水酸化「アルレユユーム」及ビ「カ

オリン」ユいレ「ツベルクリン」劃分法こｰ就キ記

述シタ。而シテＡＩ（ＯＨハヲ･用フル場合、Eluat

犬･完全こ誘出セントセバ第二燐酸曹達ヲ･以テ

pH8.5ニ迄ナ………’ヽ､必ヽ要ガアリ、而シテ漸ク得タル

Eluatハ其後ノ操作二必ズシモ通常ナうデルタ

知゛ニ至｀7タ。於茲、「カオリ、」リ使川シ、「ア

にｌ=ニア」ﾌkニョル誘出ザ試ミタルニ、３種ノ

物質ヲ･粉末状二得ルボが出来、狐ソレラノ個々

ニ就キ後指ここ述ブルガ如杢興味六ル性状ヲ知ル

ニ至ツタ。

　

第四章

　

Ｎｐ-，Ｔｏ-，Ｈａ一物質ノ化學的性状二就テ

第一節

　

Np-, To-, Ha一物質ノ呈色反鹿（第11表參照）

各別分ノ０．１％水溶液ヲ･以テ蛋白呈色反座ｦ一見

タルニ第11表二示スガ如キ成績ラ得タ。

Ｎｐ一物質ハ硫化鉛反庖ノミ陰性テ示シ、他ハ何

レモ陽性デアル。

Ｔｏ一物質ハMolisch反樹陰性デアリ、べ≒ネヂク

性成績尹示ス。

Ｈａ一物質ハMolischば咆及Benedict試験何レ

モ陽性二現レタガ、他ノ諸反座ハ訪日フ示シタ。

印チ、Ｈａ一物質ハ含水炭素成分、Ｔｏ一物質ハ｢ポ

リペプチード｣性成分、Ｎａ一物質ハ所謂｢タクレ

オプロテイド｣成分ト考ヘラレル。印チ、木物ト氏液ラ還元シナ４。而シテ他ノ蛋白反樹ハ陽
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表

【第17巻

　　反

　　　鹿

劃

　分

ニｙ
ｙ反

と庶

ド
リ

ビト
ュ反

ウ庶

l/

ミ庶

ｙ

氏

反

キロ

サテ
ｙｙ

ト反

プ庶

ホコ

プレ

キ氏
ｙ反

ス庶

硫
化
鉛
反感

モユ

１氏

り反

ッ鹿

ジ

べ氏

ネ試

ヂ験

ク
ト

　　反，ニｙ

　　　庶y反

ﾚT　

Iﾋ庶
劃　　　　ド

　９＼リ

ビト
ュ反

ウ胞

1/
ツ

ミ庶

□
ｙ

氏

反

キロ

サテ

1/ 1/
ト反

プ庶

ホコ

プl/

キ氏
ｙ反

ヌ鹿

硫
化
鉛
反感

モユ

｜氏

り反
ッ塵

ジ

べ氏
ネ試

ヂ験

ク

ト

S. T. +1+ 佃･ 十十 十十 十十
十

一 併
十

－ To-stoff l 十十 十十 ＋ ＋
十

一 〃 - -

Np･stoff 升 升 ＋ ＋ ＋ - 十十 十
一
Ha-stoif －≒ - - - - +拡十十

質二就テ、KNO3,Na2CO,ト共二熔融シ、Amm-

onium molybdate ヲ以テ燐ノ検出予行ヘルニ、

著明ノ燐ヲ謐フ、ル事が出来タ。

第二節

　

Eluat ７呈色反庶ト「カオリン」吸著ノ際

｢カオリン｣吸著時ニ、吸著二非ズシテ附著シタ

ルモノヲ除ク篤ニハ、逼営同教ノ洗滞ラ必要ト

スル。幾同洗滞ヲ･以テ適常ナリヤラ知ラントシ

テ、洗滞同教ニョル洗液ノ呈色反忠及Eluat

呈色反忠ノ推移ヲ究明シタ。

　　

第一項

　

洗波液ノ呈色反感(第12表參照)

５同二亙り洗滞ヲ行ヒ、其各カニ就テ呈色反忠

ヲ'見ルニ第１同洗潜液二於デノミ｡、Millon及

Molisch反庶(士)ナルテ謐シタ、、而シテ２同以

後ノ洗滞液二於テハ何レモ陰性ナルヲ認ノタ。

　　

第二項

　

洗條同敷卜Eluat J呈色反感

　　　　　　　　

(第13表參照)

７同二亙り洗際ヲ行ヒ、各同ノElｕａtニ就キ

呈色反忠ヲ･見ルニ、Eluat -ハ洗滞同倣ニョリ影

響ヲ蒙ラデルガ如クデアル。

剖]チ、之二依リテ｢カオリン｣吸著二際シテAds-

orbat J洗滞ハ２回ニテ充分ナリト云フ事が出

来ヤウ。

ニ於ケノｙ洗蕎回敷トノ開係

　　

第

　　　

12

　　　

表
　反＼。

　＼

皿＼

同数　＼

ニｙ

ｙ反

ヒ庶

ド
リ

ビ1ヽ
ュ反

ウ庶

レ
ツ

ミ鹿

□
ｙ

氏
反

キロ

サテ
ｙｙ

ト反

プ鹿

ホコ

プレ

キ反
ｙ庶

ヌ

硫
化
鉛
反
感

モユ

｜氏

り反

ｯ庶

ジ

１　同 - - 十
－ 四 - 皿

十

一

２　　日 - - - - - -．-

３　９９ - - 四
- - 　　　　　ｊ　　　　　１-　-

４　　μ - ㎜ - - - 一　-

５　，］－ｊ一｜一｜－｜－ｊ－｜－

第 13 表

　反

　哩

よ

同敷

ニゾ
ｙ反

と･庶
F｀

リ

ビ1ヽ
ュ反

ウ庶

1/

ミ庶

ｙ

氏
反

　－　十十

　＋

キロ

サテ
ｙｙ

日

プ庶

ホコ

プl/

キ氏
ｙ反

.ス庶

硫
化

鉛
反

昿

モユ

｜氏

り反

ッ塵

ジ

１　同 十十 十十

十十

＋ ＋１－ 　十

　㎜－一
　十

　一一　-･
　十

　〃一一
　十

　－

２　　、， 十十
十

一

十」－

－

３　，，
十十
--　－
十十
一‥-　十十

十十

十十

＋
十

一 士｜－

　４　　．、一一一一-
　５　　●●

十
十

四

十　－

　　－--－
＋　ｉ　－
－　１

升 ＋
十

一
十
－

６　１● 升 升
　＋－　＋

十

四

十

一 ・-
十

四

十

一
７　　，，｜　十十十十

十ｌ十‘－

－　－

第三節

　

Eluation時二於ケノレ水素｢・iオン｣濃度二就タ(第14表參照)

A12(ＯＨ)6ニョル吸著法ノ場合ニモEluat誘

出時ノｐＨダヽ問題トナッ久然シAIバＯＨ)６

怯二於テ第二燐酸曹達ヲ用ヒPH ８．５ヲ必要ト

スルモノナノレ-^gE二第]ﾐ章、第一節、第三項二

於テ述ペダル處デアル。然ラバ｢カオリン｣法ニ

ョル場合、｢アンモニヤ｣水ヲ用ヒoptinum

ｐＨ.ハ幾何ナリヤテEluat ;蛋白反息ニョリ

賓験ヲ行ヒ次ノ如キ結果ヲ得タ。ｐ H7.5、8．0

第 14 表
＼　反

　　ゝX　　　　　・　　＼　庶

　　　＼

、

　I)11＼

ニｙ
ｙ反

ヒ鹿

ド

リ

ビ1ヽ
ュ反

ウ昿

レ

ツ

ミ鹿

□
ｙ

氏

反

キロ

サテ
ｙｙ

リ

プ鹿

ホコ

プレ

キ反
ｙ庶

ヌ

硫
化
鉛
反
庶

モユ
１氏

り反
ｯ鹿

ジ

　７．５一一一‥一　８．０

一

一一一
十

一

十
一

- ・ -

一 一 　 　 　 　 一 一

一 　 -

- -　-
十

一
　－

一一　－

　－
　__

十

四

-　-

８．５ ＋ ＋

－－十十

＋　士

十　士

＋Ｉ士

－　±．

‾－二十
　９

．

０

Ｗ　　＝　㎜㎜
　９

．

５

十十
一十十 ＋ 十｜一　十

一　　　・－
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ニ於ｆ.・ヽ蛋白反庶性物質ハ殆ンド誘出セラレナ

４が８．５乃至9．5ノ間二於テ．・ヽ良結果ヲ得、而

モpH ９．０ニ於テ殊二著明ナル蛋白反廳テ呈ス
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ル物質ノ誘出ヲ見タ。創]チEluation時ノ至適

水素｢イオン｣濃度ハ９．０ナリト云フ事が出来ヤ

ウ。

第四節

　

各劃分ノＮ-gehaltニ就タ

各劃分ノ窒素含有量ヲ･検索シタ､、之べ

元性或ハ過敏元性二就テ賓験ヲ･行ヒ、而モソコ

ニ、夫カ各劃分二特異的ナ性状が現レタ場合、

必然的二含窒素量。・ヽ問題トナルカラデアル。

窒素測定ハI． Ｋ．Parnas ｕ.Ｒ.Ｗａｇｎｅｒ(8UU5･

ノ「ミクロ・キールクール」装置ヲ使用シタ。而

シテ各劃分ノＮ-ｇｅｈａｌtノヽ下記ノ如クデアル。

　　

Np-stofr‥‥‥‥11．3ｸy

　　

To-stoff ・‥・・‥・・8．3ｸご

　　

Ｈａ-stofr‥‥‥‥‥0．45多了

第五節

　

本章ノ小括

本章二於テ、Ｎｐ-stofrノヽNukleoproteid, To-

stoffハPolypeptid Ha-stoff ヵPolysaccharid

ニ属スルモノナルヲ明カニスルト共ニ、To-

ｓtofrラ「カオリン」吸著法ニョリ得ントスルナ

1ノノ｀ゝ Eluation一際シpH ８．５乃至９．０ニス

ルガ最モ適常ナルヲ開明ニシタ。而シテ各劃分

ノ含窒素量ヲ測定スルニ及ンデ・ヽ、Ha-stoffが

含水炭素成分トシテハ可成純粋二近キ事ヲ知ツ

タノデアル。Ｅ． Remy ノ｀ヽ市販JStickstofffrei

ト蘇スル「グリコーゲン」ニ於テモ猶、0．1χ前

後ノＮ-stofrヲ含ムト云ツテ居ル。是ヨリ観ズ

レバ、余ノＨａ-ｓtofrノ0 。45χ ナル含窒素量ハ

可成純化サレタモノト云ヘヤウ。

第五章

　

結核海狽二於ケル各劃分ニヨル皮内反感及ビ致死反感

供試飲・ヽ350g内外ノ健康海狸ニ、Petragnani

氏培地培養ノ人型結核菌「フランクフールト」株

ヲ’各々０．３ｍｇ宛皮下接種シ、約３週ヲ･経タル

゛ノニシテヽ而゛10）く奮「ツベルクリン」ニテ張

キ皮内反底デ呈フヽルモノヲ使用シタ。

第一節

　

皮内反感(第15表參照)

各別分ノ、皮内反息所要量ハ経験的二次ノ如ク

決定シタ。郎チNp-stoffハ２ mg, To-stoff

ノ｀ヽ１nig, Ｈａ-ｓtofrノ｀ヽ５ mg, ヲ夫。々生理的食

盛水ノ１ ccm ニ溶解シ、其0．１ ccm ラ結核海

狽ノ側腹部皮内二注射シ、反庶テ検シタ。但

Np-stoff及Ｔｏ-stofrノ’ヽ生理的食盛水二溶解フヽ

ル場合、10％炭酸「ソーダ」液ノ１滴テ加へ「ア

ルカリ」個Eニスレバ容易二溶解スル。

皮内反庶ノ成績ハ第15表二示ソ、如クデアル。

印]チ何レモ皮内反庶陽性二出現スルノデアル

ガ、Np-stoffニ於テヘ登赤、浸潤略ｌ同度カ

或ハ後者が小サイ。 To-stoff ニ於テヘー般二

登赤ノ程度が強ク、浸潤ヨリ大キイ。 Ha-stoff

ニ於テダヽ逆ニ、浸潤ノ程度が登赤､ﾆｰ･比シテ大ナ

ルモノヽ如クデアル。言ヲ･換ユレバ、各割分共

｢アレルゲン｣的性質ノヽ具備フ、ルモ、其反窓状態

二於テ相異ヲ示ス事サ知ツタノデアル。
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表

【第17 巻

海　僣性¦劃よ　lOx"ッｊ

ｍ．　　　１　　　　１

Np-stoff　　　　　　To･stoff　　　　　　Ha-stoff
0.5％「カルガー

ノl/」加生理的食暁水

゛゛｜重１　宍時

番　　ｉ　∧匝

　　⌒　　　　　　24
銃きり

√

、

48 24　　　　　　481　　24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

48　　　24

　　　i

48 24 48

　　　1　42071/440ｼﾞ
　奢赤０．６×０．７
ｔ浸潤０．５×０．５

１．０×１．０

０．８×０．８
０．４×０．５･０．７×0.70.6×０．６０．８×0.80.7×0.70.7×０．７
０．４×0.40.6×０．６!０．４×0.410.5×０．５０．７×0.81.0×１．０　‾　　　‾

　j
380

67 :400;
　，　　０．７×0.71.2×１．１
含一日　0.7×0.7J1.0×1.0

　　　　｜

０．５×0.50.7×0.70.5×０．５１０．８×０．８,０．３×０．３０．３×０．３０．３×0.2

０．５×０．５０．６×0.60.4×０．４０．５×0.50.6×０．６０．８×０．８　　－　　！

57
370

365し
　；　　　０．５×０．５０．７×０．７
含，，，　０．５×０．６０．８×０．８

Ｏ、６×0.60.7〉<0.7!0.3×0.40.6×0.60.4×0.40.4×０．４

　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　１　　　-０．５×０．５０．５×０．５‘　　‾　　0.3×０．３０．６×０．６０．７×０．７　　　　　‘

4り　395　｀（410.

　１　　　１．０×1.01.5×１．５
含　¨　!1.0×1.01.3×1.3

０．９×0.91.2×1.20.7×0.71.1×1.00.5×０．５０．７×０．６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　-０．７×０．７！．０×１．２０．５×０．５０．６×０．６１．０×1.01.4×１．４

。　　・　340
に)8　1'330:，

　　　　０．９×０．８１．３×１．３
含　，，　１．０×0.81.0×１．０

０．７〉く0.70.9×0.90.6×0.61.0×１．０　　　　　　０．５×0.50.4×０．４

０．６×０．６０．９×0.90.4×0.40.5×0.50.7×０．７１．０×１．２　－

０．３×０．３

　　-

（裴）325 孔”　　‾ -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．３×０．３　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　̃　　　　　　　-　　　　　　　=　　　Ｉ　　　=　　　｜　　　̃　　　　　　　－=　　　　　　　ミ

　　　=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

３３１　　　１　’　　０．２×0.20.3×０．３
（對y 400t　”　　－，　－

　　　　　　　　　０．３×０．２､０．３×0.30.3×０．３　　　　　　，　　　　　１

‾　　　　　‾　　　　　　　　　！　　　　　　ｉ　　　　　　　　　-　　１　　　-　　　　　　　-　　　　：　　　　　　　　　　　　‾　　　Ｊ　　　=　　ｊ　　　‾　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　１

第二節

　

致死反感及致死量(第16表參照)

由来「ツ゛゛ルクリノ」ハ、既こＲ．Koch が述ｇ

タルガ如ク、ソノ0．5c;（訥外ヲ結核海狽ノ皮下

二注入ノ、レバ24時間内二過敏死二陥ルモノデ

アリ、是ヲ･以テ「ツベルクリン」ノ政カノ評價法

トハル事モ出来ルノデアルガ、余ノ各劃分二於

ラ･過敏死ヲ･来フ、量二差異ナキヤヲ･検索シタ。

供試獣ハ前節同様ナ條件ノ海祝ヲ･使用シ、其成

績ハ（第16表）ニ示シタ､、各別分ハ生理的食堕

水二適量リ･溶解シタルモノヲ･、江ﾊﾞ冥ノ前孵静脈

内こ注射シタルモノデアル。

　　　　　　　

第

　　　

16

　　　

表

Np-stoff

注射量番　銚

-一一　　　-一一‥　‥
　　　｜　43

　栽　重

　　－　　aJ310(320)

８腎 　　　　45－-―皿i-
　　　　46

315ぐ320ﾌﾞ

3ior3;-5O

150(對) 330－‥一一
320勺325｀

lOmff

17

48 320(310ﾝ

49　310(320)

U9(對)‰0

注射量番　銚

-一一　　　-一一‥　‥
　　　｜　43

　栽　重

　　－　　aJ310(320)

　性

－　－　乙 J -

　 含

　轄　　帰

一　一一一　一一-　１時間後死

８腎 　　　　45－-―皿i-
　　　　46

315ぐ320/　↑ 生

3ior3;-5O 含 ２時間後死

150(對) 330－‥一一
320勺325｀

ｔ 生

lOmff

17 ↑
Ｕ
50分後死

48 320(310ﾝ 含 40分後死

49　310(320) 含 20分後死

u9(mう40　　1　t 生

To･stoff

注射量

－==㎜

0.2 mg

　番　技

-‥－一一一一
　　82

　僣重｜性

.---...－　-一心　　----
310r330)　含

　轄　　帰

--　　　--　　－一一
　２時間後死

83

　　　　－84

315 310)　含 生

310(325ヽ含 １時間後死

23(對) 330　　　　含 生

0.25mg

86 300(315ﾝ　１ 30分後死

87 310(320) t 40分後死

88 330(350い　含｀ １時間後死

I 24(對) 335　　　　含 生

Ha-stoff

注射量,番　肢　僣　重 　　　　　１　性　・　轄　　帰

　　　　　｜－-‥　‥　１　・　　　　　生

lOms

95　320 330・

96　,305ヽ32≒　含　　　　　　生

98　　扇O祁O ！　含　　３時間後死

26對レ340 ｔ　１　　　　　生

15ing

94　　　315　330･
　　　　　｜

含　バ1時間後死

93 300; 310･ ｔ　　１時間後死

90 310(300) 含　50分後死

27(き∩330　　しき　　　　生

Nｐ-ｓtofrノ｀ヽ８ｍｇラ以テ３頭中２頭、10 mg ヲ

以テ３頭共全部サ約１時間以内二過敏死二陥ラ
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シメル事が出来ル。

Ｔｏ-stofrノ'ヽ０．２ｍｇヲ'以ｆ３頭中２頭、0.25

ｍｇｆ以テ３頭共30分乃至１時間後へ呼吸促

迫、痙挙ヲ･来シテ艶死シタ。

Ha-stoff j注射ニョツテハ、10 mg 注射ニョリ

３頭中１頭、15 mg リ･以テ３頭全部が定型的

167

（-･’ナフ√）キシー」症状ノ下二艶死シタ。

以上ノ賓験ニョリ各別分ノ、結核海祝二對スル

致死量ハ大醵丿大ノ如クデアラウ。

Np-stoff

　　

pro kilo

To-stoff

　　　　　　

‥

Ha-stoff

　　　　

1･

　

30 mg

0．75mg

　

45 mg

　　　　　　　　　　　　　　　　

第三節

　

本章ノ小括

結核海狽二對Tノ、ﾉﾚ各劃分ノ作川々見ルペ皮内

　　

しリレゲン」タルニノヽ相異ナイ。然シ致死反恵二

反恵二於デヽ夫々相異ナ～モノアル４知ツタ。

　　

於嘆-Ha-stoffハＴｏ-ｓtofr一比シ安全性ノ大ナ

皮内反恵二於テＴｏ-stofrハ脅赤ヲ主トシ、Ha-

　　

ﾉﾚｻ１了解シ得タリト信ズル。

stoffダ｀浸潤ラ主トスルノデアルガ、何レモ「ア

　　　　

第六章

　

にフォルマリンヅ及「トリプシン」ノ各劃分二及ボス影響二就テ

1928年S. Ｆｉｃｈｅｒａ（86し｀次ノ如キ事賓テ経験シ　　ノ’ヽ、各々得タル「ツゲルクリ勺二於テ、「フ、ル

タ。茸「ツルクリン」ニ「＾゛プシ勺、「トリプシ

　　

マリン」リ用l=、皮内反恵能カテ失ピクル、或

2ダ」ノ如キ酵素ヲ作用セシム４時、「ツベルクリ

　　

ハ、減=渥ザレタル「ツ・ヽりレクリン」ヲ獲ルテ得、

ン」ノ皮内反恵能カハ減弱フヽルヲ見ルニ拘ラズ、

　

更二叉是等二抗元性ノ猫存スルヴ示シテ居ルノ

沈降元トシテフ能カハヽ何等影響ヲ受ケナイト云

　　

デアル。以上ノ如キ事賓アリトスルナレバ、

フノデアペ

　

ニ1ノ事賓ハ「ツベルクリン」中二詐

　

「フバレマリン」、或川削ﾋ酵素ノ作用ヤル「ツベ

化酵素ノ’作用ヲ受ケルモノトヽ受ヶナイモノト

　　

ルクリこ」要素・ヽ如何ナヽ化學的性状テ有スル

へＴ｀フノ要素ガアルニ非ズヤト想像セシムル

　　

割分ナリヤ。余ハ余ノ得タル、３劃分二就キ、

ト共こ「ツベルクリーご」ノ多元性テ示スベキ、有

　　

之ヲ開明セットシ久、

カナル鐙左デモアラウ。而モ楢、箭頭或ハ加藤

第一‘節「７オノl’ ゛’リこ／」７奮「ツベノl●クリこ／」及３劃分二及ボス影響

　　　　

第一項

　

皮内反感二及ボス影響

賓験方法

直径約１ｃｍ、長サ13 cm　ノ試験管こｰ、奮「ツ

ベ｀ルクリン」10倍稀即液４ ｃｃｍ、Np-stoff8 mg,

To-stoff ４mg, Ha-stoff 20 mg テ夫々４ ccm

ノ生理的食盛水二溶解シタルモノテ入レ、之ニ

「フォル’リン」サ各試験管共0．5％ノ割二加フ。

叉別ニ「フォルマリン」サ加ペダル、上記同様ノ

モノヲ･１組作り、共ニ60日間孵卵器中二置キ之

ヲ’以テ結核海抜二就キ皮内反施ヲ検シタ。、「フ。

ルマリン」ラ加ヘデリシモノノヽ對照トシテ使用

スルモノデアツテ、此他ニ10倍奮「ツベルクリ

ン」及0．5％ノ割ニ「カルボール」テ加ペダル生理

的食堕水テモ對照トシテ用ヒタ。

結核海挑ハ、人型結核菌（Ｆ）ヲ1/j。 mg 皮下接

種後約３週－シテ、「ツベルクリこ」皮内反座陽

性ナルモノデアツテ、胎重・ヽ約350 gr 前後ノ

モノク使用シ、皮内反庖ハ側腹部ヲ･剪毛シ、上

記各試験管液0．１ ccm テ皮内二注射シ、24時

間及48時間二登赤及浸潤ノ大サ列則定シタ。

賓験成績

奮「ツベルクリこ」゛｀「フォルダリー」ノ影響ラ受

ケズ。對照二比シ、略ｌ同程度ノ皮内ば座リ･呈

スぐ第17表參照）。
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梅

桃

番

抗

僣

重

性

別

A. T. 對　　　　　　　　照

０．５ﾀoF iin A. Ｔ． 10 X A. T. 10 X A. T. 生理的食甕水

　24
(cm)

48 24 48 24 48 24 48

60 330 含 １．２×１．２ １．５×1.51.0×１．０１．５×1.50.9×０．９１．３×１．３ - -

59 340 含 ０．８×０．８ １．２×１．２､１．０×１．０ １．２×１．２ １．０×０．８ １．２×１．２ - -

61 360 含 1.0×1.01 .2×1.21.0×1.1 １．２×１．２ １．０×１．０ １．３×１．３ －　１　－

　海

　倶

　番

　彼

-‥一一　62

63

64

憩

重

340
-
350

性

別

第

Nｐ･stoff

０．５ﾀjF加Np-stoff

24 48

－－－－‥-一一一一-
０．８×０．80．9〉く０．9

0.7×０．７

牒
丿癩隨

18

Np-stoff

24 48

一一一一一一‥一一一一一一一一一一一
１．０×1.01.2×１．２

１．２×1.21.3×１．４

表

　　

對

lOxA. T

24 48

照

生理的食甕水

24
-一一‥一一一一一一一一一一-

１．０×1.01.5×1.51

　

－

１。０×1.01.4×１． -

48

一一一
一

一

一

i0.5x0.5‘0.8×0.80.8×0.81.0×l.OiO.7×0.71.0×1.0

第 19 表

海　　僣

供

番

技　　重

　　　一一一　--　－65　1　360

性　i　　　　　　　　　　To-stoff 對　　　　　　　　照

Ｉ　Ｆ加To-stoff To･stoff　　　　　　10X A. T. 生理的食甕水

別　　　24 48 　24

一一－一一
0.7×0.7

　48

…一一1.0×1.0

24 48 24 48

含　0.3×0.3　－ １．０×１．０ １．２×１．２ - -

66 350 含　　０．５×０．５０．３×０．３０．６×０．６ １､0x1.0 ０．７×０．８ １．０×１．０ - -

67 350 1　含　･０．４×0.40.3×０．３1.0×1.0 １．３×１．３ １．２×１．２ １．５×１．５ - -

海
瞑
番
競

僣

重

性

別

第

Hａ･stoff

20

0．5％Ｆ加Ha-stoffI　　Ha-stoff

　

24

fern)
48

　

一一

24

㎜

　

㎜㎜㎜

　

㎜㎜㎜㎜

　

㎜㎜㎜㎜㎜〃･
．8×0.80.8×o.8;o.y×0.9

－

・

‐

表

對

lOxA. T.

48

　

i

　

24 48

照

生理的食甕水

24 48

68 330 含 ０．８×0.80.8×０．８0.9×0.9 1.0×1.0 １．０×１．０ １．２×１．２ - -

69 350 含 ０．９×0.91.2x1.2 0.8×0.8 １．２×１．２ ０．７×０．７ １．０×１．０ - -

70 340 含 0.9×0.!7y1.3×1.3 １．０×１．０ １．３×１．３ 1.0×1.0 1.5×1.5'　－ -

Np-stoff >・ヽ極軽度ノ影響ヲ受クルモノヽ如ク、　俤20表參照）。

第62鏡、第63鏡海挑二於テヘ皮内反庖少シ

　　　　　

第二項

　

致死反感二及ボス影響

ク減弱シアルヲ見ル（第18表參照）。

　　　　　　　

賓験方法

？ｏ-ｓtofr.ハ著明ナル影響ヲ受ケ、各例共「フバレ

　　

菖「ツベルクリン」原液４ccm, Np-stoffハ40

7リン」ノ作用ヲ受ケタルＴｏ-ｓtofrノヘ對照ニ

　　

mg, To-stoffハ４ ｍｇ･、Ha-stoff ｡ハ60 mg･ ヲ

比シ、皮内反息微弱ニシテ、陽性二現レタルモ

　　

各４ccm ノ生理的食盛水二溶解シ、第一項同様

ノナシ（第19表參照）。

　　　　　　　　　　　　　

ニ處置ス。之ヲ結核海核ノ腹腔内二注入シ、生

耳a-stoffハ「フバレー・リン」ニョリ毫モ作用サレ

　　

死ノ状態ラ観察シタ。供試獣ノヽ、第一項ノモノ

ズ、對照ト共二同程度ノ皮内反庖ヲ惹起ス。

　　　

ヲ･使用シタリ。
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分
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ｔ
一
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第

奮「ツ

　

ベ

　

ノ1／
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リ

　

ｙ」

万
謝
王
制

2ca

竺
ｉ
ア

8聡

31

330

早
一

死

舎
一

死

O.Smg

335
-
含
一

死

　

一一--一一
熊42

340
-
舎
一

生

0
０
二
死

15皿

43

345

　

36
一一
舎トt
一一

ﾀE泳

－一一
12

-
340 1

一
舎

一
生

　

｜

照

- ﾐ 〃 i ■ ■

　 　 　

6 2

含
一

死

Np-stoff

　

67

-

　

400

W

　

‾'－

　

言

- － － 一 一

生

一一

　

32

0。5c.a

- 一 一

　　

63

̃ 344:)･

　

33

一一
舎‥t

-一

死:一死

一 一 一

21

　

13
-
350
-

　

舎
-

　

生
對照

　　

12聡

　　　　

㎜

　　　

㎜㎜

　

←
33

　　

3↓

　　　

18

330 325 330　350

舎
一

死

㎜
第

To-stoff

　

9
-
330
-
舎
-
生
對照）

”

ｌ

ｉ

ｊ

　

56喘

庁

死

１

‘

340

舎
一

死

35
-
340

含

　

t

　

ｔ

　　

舎

　　

ｊ

　　

ｌ

　

生
死

　　

死

　

ノ'揚‘丹７｀“‘:＿７y＼yl肆

　　　　　　　

22

Ha-stoff

0.5vag

360
-
革
一
生

－濡
亙
死

死 死

20mg

　

-･-

350
-
舎
一

死

350
-
舎
一

死

　

－
10

360
一
言
一一
生

　

6
-
340
-
舎
一
生

寸照

賓験成績

菖「ツベ゛ルクリン」ハ大ナル影響ヲ受ケズ。

Ha-stoffモ「フォルマリン」ニョリテノ゛著シキ作

　　　　　

第二節「トリプシン」ノ奮「ツ

　　　　　　

第一項

　

賓験方法

「トリプシン」液ノ製法

「カールバウム」製「トリプシン」ノ１万液lOCGニ

10 χ NagCO. 液１に及ビ蒸咄水9c.ｃ.ヲ加ヘテ

混和シ、之ヲ「トリプシン」液トシテ用フ。奮

表

i’フォノ1/マリゾ」力n i?f「ツベノ1／クリｙ」

0。2CG

i 320
匡

死

330

　　

330

　

1

　

360
一一一
t '　舎　トt舎｜

　

舎

一一

死’

8聡

340

舎

一

　

生

㎜

表

　

0.3ing

--

　

241

　　

25
一一
3排

　

340
--tに

一-
絹生

　

15mg

－一一一一
481

　　

49

‐
―
‐

　

‐
‐
ｌ
‐
‐

　

ｊ
－

竺
二

ｔ
ｓ

男
「
割

１

‐

‐

　

生
對照
死

0.5c.a

含
一

死

Ｆ加Np-stoff

350
-
舎
一
生

345
-
舎
一

死

12m

･d

　

㎜

　　

㎜㎜㎜㎜㎜
381

　

391

--'-¦

340 330
-ﾄｰ
舎燧
--
岫生

Ｆ加To-stoff

　

生
(對照

26

舎
一

生

　

0

---- -.

　

27

-

330

一

舎

生

Ｆ加Ｈａ･stoff

-
７

350
-
舎
一
生

50

330

革
一

死

舎
一

生

5聡

330
-
舎
一

生

20阿

51 52

320 325

含 含

死 死

y_＿
11
-
350
-
舎
一
生

一一-
20

-
360

一
革

　

生
け持

350
-
舎
一
生

　

8
-
350
-

　

舎
-

　

生

(對照)

169

死

一一一一一

　

23

-

335

-

　

舎

一

生

47
-
345
-
舎
一

生

　　

用ラ受ケデルモノノ様テアルガ、To-stoff及

　　

Np-stoffニハ或程度ノ減毒ヲ･鐙フ、ル事が出来

　　

タ。

ヽごノレクリン」及３劃分二及ボス影響

　　

「ツルクリン」ハ、上記「トリプシン」液ラ以

　　

テ10倍二稀郡シタルモノ４ ｃｃｍ、Np-stoffハ

　　

８ mg, To-stoff　ハ４ mg, Ha-stoff -ハ20 mg

　　

テ夫々４ ccm ノ「トリプシン」溶液二溶解シ

　　

ヲ’径１ｃｍ、長せ13 cm ノ試験管二入レテ、37°Ｃ



　　

48

　　

皿㎜･･･
８×０．８

18
cm )
７×0.70

２１

－

Ｊ 2ご↓

1ド

６
．
一
８

０

　

０ 0.70.9×0.9×

０

-̃ｌ一一
×0.60.9×０．９
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ノ孵卵器中ニ、８時間オサム。猫時々ヨク振殼

7、ノレ 。８時間後、とザ取り出シ、各液ノO ．I ccm

ｦ･以へ結核海祝二就キ皮内反座刊含九

結核海槙へ醍重350 gr 前後ノモノーテ、人型

結核菌(Ｆ)リ｡'Ao mg 皮下接種後３週ヲ維タル

モノニテ、｢ツベルクリペ｣皮内反座陽性ザ示･、

モノラ使川シタ。猫對照トシテ、10倍荊｢ツベ

ルクリン｣液及｢トリプシン｣液ヲ使川シタ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第

海
狽
番
妓
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－
88
－
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－一一
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別

--･
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別
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舎
一
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Tryp加A. T
一 一 一

24 48

23

－ 一 一-
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第二項賓験成績

奮「ツベリレクリペ」ノヽ、皮内反恵二開シテ、「トi;

プシ勺ニョリ、大ナル影響十受ヤナイ。

Np-stoff及ビHa-stoffモ「トリプシン」一ヨリ

テハ、皮内反庖ノ減張ド来サナ付篆デアル。

然ルヘTo-stoff ハ∩ヽリプシン」溶化８時間－

シテ、著明ナル皮内反座ノ減弱せ来シタ、、對照

ハ全然陰性成績ザ示シタ。

　　　　　

表

A. T 對

　

10 X A. T.

一一･〃
24

　

1

　

48

一

一一一一一一

　

一一
１．０×1.01.2×1.21.0×1.01.3×１．２
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- 一 一
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乙
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- -
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亦「トリソしン」ニョリテモ、皮内反恵ハ影響サ
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=･-

　　　　

〃･
６×０．(沁.8×0.べ０．７×0.71 i)×１．０

7×0.71.0×1.0 0.1×0.70.9×0.9

８×０．80.9×０．９

第三節

　

本章ノ總括

別

一
宮

舎
・
↑
－

訟「ツベルクリン」．’｀「フ４ル゛゛リン」
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レナイシ、減毒モサレナイ。

Np-stoff,及ビHa-stoff川

が云ヘル。然シTo-stoffハ「フォルマリン」ニヨ
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リテモ、「トリプシン」ニョリテモ、皮内反座ノヽ

減弱乃至消失シ叉、致死反庖テ起スベキ能カモ

　　　　　　　　　　　　　　　

第七章

　

總括鮭二考按

先ヅ「ツベルクリン」ノ透析性二就テ述ベタ。結

　　

余ハ３劃分テ得ルニ常ツテ、水酸化「アルミニュ

核海挑二對シ、致死作用テ呈スルモノハ、透析

　　

一ム」チ用フルヨリ、「カオリン」處置ニ

　

ヨノレヲ･以

膜ヲ通過シ、致死作用ヲ惹起セズシテ、而モ皮

内反愈テ呈スル物質ハ透析セデル事ヲ、閲明シ

得タト信ズル。而シテ此事賓ハ、次二述ブル

Ｔｏｄｓtofr及Hautstoffナ7レ「ツベ7レクリン」劃

分ト、相開聯スルモノニシテ、「カオリン」處置

ニョリ得タル上記雨劃分ノ性状ヨリ見ルナレ

バ、透析性ヲ有スルモノノヽヽ前者デアリ、有セデ

ルモノノバ友者デアルト推断スルニ憚ラデルモノ

デアル。而モ猶、別二得タル處ノＮｐ-stofrナ

ルモノノヽ、所謂Nukleoproteid

　

ニ相常スルモ

ノデアノレｏ

曾ツテ糟谷へ氏ノ得タルα及βノ、皮内反庖

テ標準トセル限外濾過試馬二於テ、「ポリサ。カ

　　　　　　　　　　　

瞼

リード゛」性ナルαハ、4 % / Nitrocellose酷酸

系ノ濾過膜ニテ既二通過セデルニ、「ポリペプチ

ード」性ナルβハ、14χ膜ニテ漸ク通過尹阻止

セラノレノレト述ベテ居ルガ、・とヨリシテモ余ノ、

透析膜ヲ･通ス物質がＴｏｄｓtofrデアリ、セデル

モノノヽヽHautstoffナリトノ見解ニー致スフレ｡＝e

ノデアル。 ＫＵｓtｅr（町陶ハ、氏等ノ創意ニヽカヽ

ルHauttuberkulinテ推賞スルニ営リ、之が彼

ノ透析物ノ如ク、致死反座り呈セデルニ、而モ

猶、結核動物二於テモ、亦人賠二於やモ、一定

ノ皮膚反庶テ呈スルテ以テシタノデアルガ、余

ノ得タルHautstoff・e亦Ｊノ見解ヨリニいレナ

シバヽ重大ナル意義テ有幻レモノト云ヘヤウ。

而シテ叉、糟谷がａ．　Ｓニ開シテ述ベタルガ如

ク、Ｔｏｄstofr及Hautstoffニ於テモ、結核病

期ニョリ、其皮内反庶二差異アリヤ否ヤニ開シ

テヘ今後ノ研究二倹ツトスルモ、若シ夫レ、

斯クノ如キ事賓アリトセバ、結核ノ診療上或ハ

憬後判定上、注目スベキモノナラント信ズ。

テ、適常ナリトシタ。而シテ水酸化「アルミニュ

ーム」法ノ不適ナルノヽ、Eluationニ際シ、第二

燐酸曹達テ用フルニアリト思ハレタ。

斯クテ得タル「ツベルクリン」劃分ノ化學的性状

リ

Ｈａｕtstofrノ｀ヽ「ポリサヴカリード」性、Np-stoff

．’゛Ｎｕkleopｒｏteidナリト断ジタノデアルガ、

一方「フバレーリン」及「1ヽリプシン」消化ノ、是

等二及ボフ、影響ヨリ観ルモ、斯ク信ジテ差支ヘ

ア･タレフイ。

於茲、余ハ「ツ・ヽごルクリン・アレルギー」ニ於テ、

蛋白性ナラデル１「アレルゲン」ノ存在ヲ賓讃シ

得タノデアル。而モ此ノ「アレルゲン」ノヽ、皮内

反底二於ケル、登赤或ハ浸潤ノ状態ニ、「ポリ

＾゛プチード」性ナルTodstoff

　

トハ明カナ｡､レ相

異子示シタノデアル。

　

’

Stull,及ビＨａｒley（89づ、「チ､=11テー」花粉二於

テ、Klopstock几ンヽ結核菌醗二於テ、各力分離

シ得クルKohlenhydratニ就キ、是等ノモノ､ハ

何等生物學的二反庶テ惹起スベキモノナシト断

ジ、若シ世二所謂コレニ相似タル含水炭素成分

二於テ、生物學的反座能カアルモノアリトセ

ぺ是等ニハ、該反恵能カヲ有フ､ル｢ポリペプ

チード｣成分ノー部が結合シテ居ルモノナラッ

トシタフデアノ゛。が而シ、｢トリプシン｣消化テ

受テデル、印蛋白性ナラデルHautstoffニ於テ

゛ヽ猶斯ク断ジ得ベキヤ。｢フォルマリン｣或ハ

｢トリプシン｣處置ラ受ケシ後二於テモ、猫且ッ

皮内反恵ヲj肯失セデルHautstoffニ於テハ、彼

等ノ得タル含水炭素成分Iヽへ叉、別個ノ組成

テ有７ヽルモノナラ11ヽ信ズルモノデアル。況こノ

ヤ、皮内反恵二於テル、Ｔｏｄstofrトノ相異が認



ﾉ･ラレ、叉含窒素量二於ケルHautstoff J純

粋度ヲ識ルニ及ンデダヽ、明カニ木物質ハ濁立セ

ル、１「アlノルゲン」ナリト信ズルモノデアル。

斯クテ余へ「ソートン゜ツルクリン」中ヨリ

夫々異ナル化學的組成テ有フ、ル、３種ノ割分テ

得ル事が出来タ。而シテ是等ノ生物學的諸性状

ヲ追求スル事ニョリ、「ツ・ヽごルクリン」有数因子

ノ多元性二開シテ、有カナル根條列

ナラント信ズルモノデアル。

第八章

　

結

　

論

以上述ペダル諸責験ヨリシテ、次ノ如キ結論サ

導ク事が出来ヤウ。

(１)｢ツベルクリン｣中－ノヽ、透析性ヲ･有フ、ル物

質ト、有セデル物質ガアル。

(２)透析性ヲ･有ノ､ル物質ハ、結核海銚二對シ致

死作用モ有フ、ルシ、叉皮内反座テ呈ソ、ノレガ、有

セデル物質ハ皮内反吉ノミヲ呈シ、致死反庖､ハ

惹起シナイモノｈ唇。'｀レル。

(３ｊ透析性物質ハ｢ポリペプチード｣性デアリ、

非透析性物質ハ｢ポリサヴカリード｣性デアル。

(４)｢ツｇルクリン｣テ｢カオリン｣－ニテ處置スル

事ニョリ、３種ノ｢フラクチオン｣ラ得ル事が出

来タ。

(５)｢ツベルクリン｣刻分法ハ｢カオリン｣吸著法

二依ルガ、A1o(0H)g吸著法ニョルヨリモ適常

デアル。之ハ、Ａ１２(ＯＨ)６ヲ使用フ、ルlヽキノ'ヽ、

Eluationニ際シ第二燐酸曹達テ使用ク、ルシ、

コj EluatカラNaoHPOaヲｊ

ントフヽレノぐ、得ラレタ｢ツごノレクリン｣匍JS｀？モ

失フ惧レガアルカラデアル。

(６)得ラレタ３種ノ劃分ハNp-stoff, To-stoff

Ha-stoffト揖シタ。而シテNp-stoff 、ハNuk-

leoproteid

　

ニ、To-stoffハPolypeptid

　

ニ、

Ha-stoffハPolysaccharidニ属スルモノデア

(７)各劃分ノ含窒素量ハ、Np-stoffダヽ11 。3χ、

To-stoffハ8．8が、Ha-stoffハ0．45％デアル。

(８)３劃分共ニ、結核海狸二對シテ､ハ皮内反塵

ヲ･呈スルガ、Ｔｏ-stofrノ｀ヽ登赤テ主トシ、Ha-stoff

ハ浸潤ヲ主トシ、Np-ｓtofrノヽ雨者略ｌ同程度デ

アノレｏ

(9)結核海倶二對スル致死反塵ハTo-stoffが

最モ彊ク反慮フ、ル。

(10)｢フォルマリン｣、｢トリプシン｣ニョリ、To-

stofrノヽ最モ弼夕影響テ受ケルガ、Ha-stoff,

Ｎｐ・stofrノ｀ヽ殆ンド作用サレナイ。

(ｎ)透析性物質､ハTo-stoff,非透析性物質､ハ

Ha-stoff, Np-stoff 、ハ菌醍蛋白デアル。

(12)｢ツ゛゛ルクリン・ア1ノルギー｣ニ於テ｢アレル

ゲン｣ノ多元性ラ主張出来ルト思フ。

(附記)非常時下盆カ御多忙ナルニ不拘御懇篤

ナル御指導御高配尹賜リシ恩師戸田教授盆二終

始御鞭麹尹賜リタル皮膚科教室皆見教授二深謝

フヽル次第デアル。
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